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キッズのページ「きみにもできる！
地球温暖化防止」

生活習慣が大きく関わっている
２型糖尿病を予防しましょう
（健康だより）

第１回菊池市公売会を
開催します

窓口業務時間を
試行的に延長します

市有財産（土地）を
公売します

　松島区で収穫を待つ「古代
米（赤米）」です。（９月４日撮
影）
　新しい特産品にしようと
「古代米部会」30人が、昨年に
続き取り組んでいます。市全
体の作付面積は約 15 ヘク
タールで、西日本最大級です。
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菊池市役所
環　境　課
環境政策係
☎（25）7217

分からないことは…

TOPICS
　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
、
こ
の
「
広こ

う
ほ
う報
き
く
ち
」
な
ど
で
よ
く
紹し

ょ
う
か
い介
し
て

い
る
「
環か

ん
き
ょ
う
も
ん
だ
い

境
問
題
」。
こ
の
問も

ん
だ
い題
は
、
決け

っ

し
て
大お

と

な人
た
ち
だ
け
の
問も

ん
だ
い題
で

は
な
い
ん
だ
。
こ
の
ま
ま
何な

に

も
せ
ず
に
い
る
と
、
将し

ょ
う
ら
い来

、
地ち

き
ゅ
う球

に
は
住す

め

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
。

　

今
回
は
「
地ち

き
ゅ
う球

温お
ん
だ
ん
か

暖
化
防ぼ

う

し止
」
の
た
め
に
、
み
ん
な
に
も
で
き
る
こ
と

を
紹し

ょ
う
か
い介
す
る
よ
。

　
「
地ち

き
ゅ
う
お
ん
だ
ん
か

球
温
暖
化
」
と
い
う
言こ

と

ば葉
を

聞き

い
た
こ
と
が
あ
る
か
な
？

　

地ち
き
ゅ
う
お
ん
だ
ん
か

球
温
暖
化
と
は
、
大た

い
き
ち
ゅ
う

気
中
の
二に

酸さ

ん

か

た

ん

そ

化
炭
素
（
Ｃシ

ー
オ
ー
ツ
ー

Ｏ
２
）
な
ど
の
温お

ん
し
つ室

効こ

う

か果
ガ
ス
が
増ふ

え
て
、
地ち

き
ゅ
う球

の
温お

ん

ど度

が
上あ

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
よ
。
み

ん
な
の
地ち

き
ゅ
う球
が
病び

ょ
う
き気
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
!!

　

今こ

と

し年
の
夏な

つ

は
と
て
も
暑あ

つ

か
っ
た
よ

ね
？
こ
れ
も
温お

ん
だ
ん
か

暖
化
の
影え

い
き
ょ
う響

の
ひ
と

つ
な
ん
だ
。
温お

ん
だ
ん
か

暖
化
が
進す

す

む
と
、
北ほ

っ

極き
ょ
く

や
南な

ん
き
ょ
く極
の
氷

こ
お
り

が
溶と

け
た
り
、
異い

じ
ょ
う常

気き
し
ょ
う象

が
増ふ

え
て
洪こ

う
ず
い水

が
起お

き
た
り
、

砂さ

ば

く漠
が
増ふ

え
た
り
、
食

し
ょ
く
り
ょ
う糧

不ぶ

そ

く足
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
み
ん
な
の
好す

き

な
虫む

し

や
花は

な

に
も
影え

い
き
ょ
う響

し
て
く
る
ん
だ
。 　

温お
ん
だ
ん
か

暖
化
の
大お

お

き
な
原げ

ん
い
ん因

は
、
私

わ
た
し

た

ち
人に

ん
げ
ん間

に
よ
る
も
の
だ
と
言い

わ
れ
て

い
る
よ
。
そ
れ
は
工こ

う
じ
ょ
う場

や
自じ

ど
う
し
ゃ

動
車
か

ら
二に

さ

ん

か

た

ん

そ

酸
化
炭
素

を
含ふ

く

ん
だ
排は

い

き気

ガ
ス
を
た
く
さ

ん
出だ

す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
る
ん
だ
。

　

今い
ま

、
み
ん
な

の
周ま

わ

り
に
は
、

自じ

ど

う動
車し

ゃ

や
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
便べ

ん

り利
な

物も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
ね
？
で
も
、

こ
の
ま
ま
何な

に

も
せ
ず
に
使つ

か

い
放ほ

う
だ
い題

、

や
り
た
い
放ほ

う
だ
い題
で
い
る
と
、
低ひ

く

い

土と

ち地
や
島し

ま

が
海う

み

に
沈し

ず

ん
だ
り
、
も
っ

と
気き

お

ん温
が
上あ

が
っ
た
り
し
て
地ち

き
ゅ
う球

に

住す

め
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
!!

　

温お
ん
だ
ん
か

暖
化
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
国く

に

の
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
っ
て
話は

な

し
合あ

っ
た
約や

く
そ
く束

を
「
京き

ょ
う
と都

議ぎ
て
い
し
ょ

定
書
」

に
ま
と
め
た
ん
だ
よ
。

　

日に

ほ

ん本
は
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
２

年ね
ん

の
間

あ
い
だ

に
、
１
９
９
０
年ね

ん

と
比く

ら

べ
て

６
％
の
温お

ん
し
つ
こ
う
か

室
効
果
ガ
ス
を
減へ

ら
す
と

約や
く
そ
く束

し
た
ん
だ
。

そ
の
約や

く
そ
く束

を
守ま

も

る
に
は
、
一ひ

と

り人
ひ
と

り
の
努ど

り
ょ
く力
が
必ひ

つ
よ
う要
な
ん
だ
ね
。

●
た
と
え
ば
・
・
・

○
レ
ジ
袋

ぶ
く
ろ

を
こ
と
わ
ろ
う

○
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
や
め

よ
う

○
暖だ

ん
ぼ
う房
は
20
℃
、
冷れ

い
ぼ
う房
は
28
℃
に
設せ

っ

定て
い

し
よ
う

○
誰だ

れ

も
い
な
い
部へ

や屋
の
電で

ん

き気
は
消け

そ

う
○
シ
ャ
ワ
ー
や
水す

い
ど
う
す
い

道
水
の
出だ

し
っ
ぱ

な
し
は
や
め
よ
う

○
学が

っ
こ
う校

や
家い

え

で
植し

ょ
く
ぶ
つ物

を
育そ

だ

て
て
、
緑

み
ど
り

を
増ふ

や
そ
う

大た
い
き
ち
ゅ
う

気
中
の
二に

さ

ん

か

た

ん

そ

酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン

な
ど
の
ガ
ス
は
太た

い
よ
う陽

か
ら
の
熱ね

つ

を

地ち
き
ゅ
う球

に
封ふ

う

じ
込こ

め
、
地ち

ひ
ょ
う表

を
暖

あ
た
た

め

る
働

は
た
ら

き
が
あ
る
ん
だ
。
こ
れ
ら
の

ガ
ス
を
温お

ん

室し
つ
こ
う
か

効
果
ガ
ス
と
い
う
よ
。

●九州マイバッグ・キャンペーン
期　間　10月 1日（月）～ 10月 31日（水）
※今年度から九州 7県で共同実施（熊本県ごみゼロ推進
県民会議・熊本県）

　ごみの減量化のため、「買い物袋持参によるレジ袋等の
削減及び簡易包装の推進」という行動目標を設定し、県民・
事業者・行政がそれぞれの立場から具体的な取り組みを幅
広く展開することにより、ごみ減量化の必要性について認
識を高め、暮らしの中でごみのリデュース（減らす）を実

施する契機とすることを目的に実施されます。
　10月はマイバッグ・キャンペーン（買い物袋持参運動）
の強化月間です。菊池市では、毎月 1回、第 4火曜日に
マイバッグ持参の推進活動を行っています。
　ごみの減量化や地球温暖化防止のため、
皆さんもマイバッグ（買い物袋）を持参し、
レジ袋や過剰包装を断りましょう。
問い合わせ先　
菊池市役所環境課環境政策係　☎（25）7217

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始は

じ

め

て
み
よ
う
!!

　

み
ん
な
の
力

ち
か
ら

が
集あ

つ

ま
れ
ば
、

大お
お

き
な
効こ

う

か果
が
で
る
。
き
っ

と
・
・
・
。
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球
温
暖
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原
因
は
？

み
ん
な
に
も
で
き
る
こ
と

○菊 ○菊　熊本県B&Gスポーツ大会が、津奈木町B&G海洋セ
ンターで行われ、泗水海洋センターから 12人、旭志海
洋センターから 24人の子どもたちが「剣道の部」と「水
泳の部」に参加しました。
　この大会で優勝した子どもたちは、８月 24日（金）
に宮崎県南那珂郡南郷町で行われた、第２回南九州ブロ
ックB&Gスポーツ大会にも出場し、参加者全員が３位
内に入賞するというすばらしい成績を収めました。上位
の結果は次のとおりです。（敬称略）
●熊本県B&Gスポーツ大会
○剣道の部　優　勝　旭志A（山田和輝・甲斐健志郎・
斉藤弘恭・甲斐祐介・甲斐誠志郎・森啓太）、
　準優勝　泗水（坂本雅之・城坂祐樹・高木雄哉・
　中島夏美・古田愛・渡辺匠・安武誉志）
○水泳の部　小学４年生女子 50m自由形　１位　桐原
咲（旭志）、小学５年生男子 50m自由形　３位　坂
本享平（旭志）、小学５年生女子 50m自由形　１位
芹川遥菜（旭志）、小学４年生女子 50m平泳ぎ　１
位　桐原咲（旭志）、小学５年生男子 50m平泳ぎ　
３位　坂本享平（旭志）、小学５年生女子 50m平泳
ぎ　１位　齋藤真帆（旭志）、同　３位　芹川遥菜（旭
志）、小学６年生女子50m平泳ぎ　２位　岩根里紗（旭
志）、150mフリーリレー　２位　旭志Aチーム（桐
原咲・岩根祐弥・芹川遥菜・坂本享平・岩根里紗・澤

　表千家学校茶道部合同お茶会が、熊本市白川公園お茶室であ
りました。県内の小・中・高校、大学の約 20校からと、一般
からの約 400 人が参加し、児童・生徒、学生たちは、お茶を
たてて他校との交流と茶道文化を深めることができました。
　旭志中学校の２・３年生 20人も参加し、海月庵と山雲軒に
設けられた薄茶席と立礼席に入り、他校の生徒のたてたお茶を
いただき、おちついた閑寂の世界にひたることができました。
歩く、すわる、お茶をいただくという生徒たちの態度に、何か
きりっとした美しさをみることができました。

　人権教育のつどいが七城公民館講堂であり、地域住民など約 200
人が参加し、エッセイストとして有名な金正美（キム・チョンミ）さ
んの講演がありました。
　ハンセン病の元患者で盲目の詩人、桜井哲夫さんと金正美さんとの
心の交流を描いた、NHKのドキュメンタリー番組「津軽・故郷の光
の中へ」の放映があり、その体験から「ひととしての人権」、「心の中
にひそむ差別」などの問題を取り上げた講演内容に、参加者は、ハン
セン病への理解と人権教育の大切さ、必要性を感じとっていました。

合同お茶会に参加した旭志中の生徒たち

七城公民館講堂であった講演会

熊本県大会で優秀な成績を収めた子どもたち

人権啓発講演会「人権教育のつどい」7/25（水）

平成19年度熊本県B&Gスポーツ大会8/3（金）

南九州大会で優勝した熊本県チームの選手たち

旭志公民館だより②8/４（土）

山純弥）
●第２回南九州ブロックB&Gスポーツ大会
○剣道の部 優 勝 熊本県チーム（山田和輝・甲斐健志郎・斉藤弘恭・甲斐祐介・甲斐誠志郎・森啓太）
○水泳の部 小学４年生女子 50m自由形 １位 桐原咲（旭志）、小学５年生女子 50m自由形 ３位 芹川遥菜（旭志）、
小学４年生女子 50m平泳ぎ １位 桐原咲（旭志）、小学５年生女子 50m平泳ぎ ３位 齋藤真帆（旭志）、150mフ
リーリレー ２位 熊本県Bチーム（桐原咲・芹川遥菜「旭志から２人選出」）

「学校茶道部合同お茶会」に旭志中生徒が参加
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TOPICSTOPICS

○菊 ○菊　熊本県教職員剣道大会が熊本武道館であり、菊池郡
市チームが見事、優勝しました。高レベルな試合が繰
り広げられる中、決勝戦では、熊本市Bチームを２勝
２敗１引き分け : 本数勝ちという接戦で下し、栄冠を
勝ち取りました。
　北村監督は「昨年は決勝で八代市に苦杯を喫しまし
たが、今年は見事リベンジできてたいへん嬉しく思い
ます」と話されました。出場選手は次のとおりです。（敬
称略）
菊池郡市チーム　先鋒　稲田智大（３段・泗水中）、次
鋒　安方建造（４段・翔陽高）、中堅　脇田慎也（４段・
泗水小）、副将　中村泰助（４段・西合志中）、大将　
平田憲利（６段・菊池北中）、監督　北村榮一郎（教士
７段・菊池北中）

　第 62回国民体育大会銃剣道競技の予選でもある、九州ブロック
大会が大分県由布市でありました。この大会の上位２チームが国体
へ出場できます。
　熊本県の代表として出場した泗水少年クラブ所属の木下裕貴選手
（先鋒・菊池高校３年）と、小林卓矢選手（大将・菊池高校３年）は、
全戦全勝でチームの優勝を果たし、国体への出場権を獲得しました。
　第 62回国民体育大会銃剣道競技は、秋田県で 10月６日（土）
から８日（月）にかけて開催されます。現在、両選手は大会へ向け
猛練習中です。市民の皆さんの応援をお願いします。

　しすい孔子公園夏祭りが孔子公園であり、たくさ
んの家族連れなどで賑わいました。泗水町商工会（福
田八洲士会長）が主体となる「泗水町街造り対策委
員会（同会福田委員長）」の主催で、昨年に続き行
われたものです。
　たくさんの夜店が並ぶ会場内は、家族連れや盆休
みで帰省した人たち、地元の小・中・高校生などで
埋め尽くされ、ステージでは永翔太鼓や各種団体の
ダンス、バンド演奏などがありました。
　また、県内でも数少ない大型花火を見ることがで
きるとして有名な花火大会で、尺玉が夏の夜空に大
輪の花を咲かせると、見物客からは歓声が上がって
いました。

左から松本監督、小林選手、木下選手、森選手

夜空に大輪の花を咲かせた尺玉の大型花火（上）
たくさんの人たちで埋め尽くされた会場（左）

優勝した菊池郡市チームのメンバー

しすい孔子公園夏祭り8/14（火）

第46回熊本県教職員剣道大会で菊池郡市チームが優勝8/18（土）

　菊池市童話発表会が七城公民館で開催されまし
た。市内の各小学校を代表し、19人の児童たちが
元気いっぱいに楽しいお話を発表しました。
　審査の結果、優秀賞には、齋藤恭子さん（七城小）、
山本真緒華さん（泗水小）、越猪美希さん（隈府小）、
西山瑞菜さん（戸崎小）が選ばれました。この４人
は、８月 20日（月）に同会場で行われた、菊池郡
市童話発表会に菊池市代表として出場し、山本さん
と西山さんの２人が最優秀賞を受賞しました。
　また、２人は 10月 14 日（日）に熊本市総合女
性センターで行われる、熊本県童話発表大会に菊池
郡市代表として参加します。市民の皆さんの応援を
お願いします。 菊池市童話発表会で優秀賞に選ばれた 4人。左から齋藤さん、山本さん、

越猪さん、西山さん

平成19年度
菊池市童話発表会8/6（月）

　熊日玉名総局杯城北地区学童軟式野球大会が、荒尾
市運動公園で開催され、阿蘇・玉名・荒尾・鹿本・菊
池の地区大会を勝ち抜いた 14チームによって熱闘が
繰り広げられました。
　猛暑の中、各地区の強豪チームをやぶり、見事、旭
志小学校野球部が優勝しました。
　優勝した子どもたちの笑顔のしたには、ピカピカと
光る金メダルが、誇らしげに輝いていました。

旭志小野球部が第22回熊日玉名総局杯
城北地区学童軟式野球大会で優勝

8/11（土）・12（日）

　菊池・スリランカ国際交流音楽コンサートが菊池市文化会
館であり、たくさんの家族連れなどで賑わいました。地元有
志でつくる「日本・スリランカ絆の会（木村牧子代表）」の
主催で行われたものです。
　スリランカから来日した音楽家３人と子どもたち４人が、
打楽器や弦楽器で奏でる神秘的な音楽と幻想的な舞で、観客
を魅了しました。途中、旭志小の児童４人も演奏に加わり、
音楽を通した交流の輪が広がりました。
　また、東京からランジット・ウヤンゴダ在日スリランカ大
使が駆けつけ、母国の歌を披露されました。

菊池・スリランカ国際交流音楽コンサート
で海をこえた交流

8/12（日）

　子ども囲碁・将棋大会が、旭志公民館（多目的研修センター）
で行われました。夏休み中の開催となり、21 人（囲碁６人、
将棋 20人「一部重複」）が参加しました。
　試合は囲碁・将棋ともトーナメント方式で行われ、子どもた
ちは日頃の練習の成果を発揮して白熱した試合を展開しまし
た。また、練習を兼ねて敗者戦も行われ、惜しくも破れた子ど
もたちも最後まで楽しみました。上位の成績は次のとおりです。
（敬称略）
囲碁の部　優勝　小山由佳、２位　中川勇樹、３位　南家　航
将棋の部　優勝　渡辺一史、２位　南家諒太、３位　小山智也 真剣に競技に挑む子どもたち

第11回子ども囲碁・将棋大会8/6（月）

旭志小の児童たちも加わって行われたコンサート

優勝した旭志小野球部のメンバー

第27回九州ブロック大会銃剣道
競技少年の部で熊本選抜が優勝8/19（日）
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　毎月 19日は「食育の日」として位置づけられているこ
とを受け、菊池市内の６カ所（旭志道の駅、泗水道の駅、
メロンドーム、泗水マルショク、キャニオン、夢空間）で
ヘルスメイトによる食育に関するチラシと簡単スピード朝
ごはん献立の配布が行われました。
　この日は日曜日でもあったため買い物客が多く、その中
でヘルスメイトは「毎月 19日は食育の日です。食育の日
には家族そろって食事をしましょう」と買い物客にチラシ
を配りながら笑顔で呼びかけました。
　チラシを受け取った人たちからは「最近よく“食育”と
言う言葉を耳にします。19日が食育の日とは知りません
でした」との声が多く聞かれました。
　食育は改まって取り組むものではなく、毎日の食卓から
自然に学び身につくものです。「何」をどのように食べて
育つかは、勉強や遊び、運動をするのと同じように子ども
たちの成長に関わる重要なことです。
　家族そろって囲む楽しい食卓は、家族の貴重なコミュニケーションの場になります。ぜひ、家族そろって１日１回は食卓
を囲むようにしましょう。
※「へルスメイト」とは、菊池市食生活改善推進員の愛称です。菊池市民の食を通した健康づくりのために活動しています。

隈府バレーボールクラブが九州大会で優勝8/20（月）

　隈府小学校（高村秀夫校長）の児童を中心に活動している、隈府バレーボールクラブ（冨田貴久雄監督）のメンバーが、
第 27回九州ブロックスポーツ少年団バレーボール交流大会で優勝し、その報告に菊池市役所を訪れました。７月７日（土）
に県総合体育館であった熊本県スポーツ少年団バレーボール交流大会で準優勝し、この九州大会へ出場したものです。
　同クラブのメンバー８人と高村校長、長谷野二郎コーチ、
福島靖子マネージャーが福村市長を訪れ、試合結果を報告。
福村市長が「チームプレイでの勝利だと思います。これから
も健康に十分注意しながら更に力をつけてください。おめで
とうございます」と激励しました。
　メンバーの子どもたちは「うれしかったです。チームがひ
とつになって優勝できたと思います。支えてくださった周り
の皆さんにも感謝の気持ちでいっぱいです」と喜びを話して
くれました。
　九州大会は８月 10日（金）から８月 12日（日）にかけ
て宮崎市で行われ、各県から県大会を勝ち抜いた 22チーム
が出場して熱戦が繰り広げられました。
　メンバーたちは、６年生最後の大会となる熊本県小学生バ
レーボール大会（11月開催）に向けて、練習を頑張ってい
ます。

息の合ったオールさばきで一斉にスタートする参加者

　斑蛇口湖ふれあいレガッタが竜門ダムの斑蛇口湖
ボート場であり、市内外から 27チームが参加しま
した。レースは漕手４人と舵手１人が１艇の舟に乗
り込み、オールを漕ぎながら 300m先のゴールを
目指すタイムレースで行われました。
　スタートと同時に息の合ったオールさばきで他に
大差をつけてゴールするチームや、右に左に蛇行し
ながらやっとのことでゴールするチームなどさまざ
ま。参加者はボート競技の楽しさを存分に体験しま
した。上位の結果は次のとおりです。
一般の部　１位　イノアックAチーム、
２位　龍山、３位　フラッシュオーバー
女子の部　１位　日田ジュニアローイングチーム、
２位　かぐや姫（イノアック）、３位　花房A

第８回斑蛇口湖ふれあいレガッタ8/26（土）

優勝の報告に訪れた隈府バレーボールクラブのメンバー

　プラスチック部品製造の（株）九州イノアック（岩見裕正代表取
締役社長）菊池工場の新棟増設に伴う協定調印式が、県立会いのも
と行われました。
　熊本県庁であった調印式には、岩見代表取締役社長、村上副市長、
島田商工観光労働部長などが出席。協定書への署名が行われ、岩見
代表取締役から「地域産業を担う一員として、今後も地域に貢献し
ていきたい」と抱負が述べられました。
　同工場は、昭和 48年８月に九州井上ゴム（株）として設立。主
にプラスチック製品の生産を行っており、本市の工業振興に貢献さ
れています。
　今回の新棟増設は、現在勢いのある北部九州の自動車産業への需
要拡大に伴うもので、自動車用のプラスチック内装部品が増産され
ます。今年 11月に建設工事に着工し、地元から新たに 18人程度
の雇用も予定されています。

（株）九州イノアックと工場増設協定調印8/24（金）

調印後に手を取り合う３人。左から村上副市長、島
田商工観光労働部長、岩見代表取締役社長

「食育の日」普及活動8/19（日）

買い物客にチラシを配るヘルスメイト

　七城町の鴨川河畔公園一帯と菊池川河川敷で美化清掃作業が
行われました。早朝にもかかわらず約 400人もの参加があり、
作業を前に福村市長が「菊池川の最上流域に暮らす者の務めと
して、率先して保全していくことは本市の使命です」とあいさ
つ。早速作業にかかり、約２時間の間にたくさんのごみが集め
られました。
　回収されたごみは、燃えるごみ約 400kg、燃えないごみ約
250kg にもなり、主なものは空き缶やペットボトルなどでし
た。また、公園内の河川の中にも上流から流れ込んだ多くの空
き缶などがあり、マナーの悪さが感じられました。
　熊本県では、平成 14年度からふるさとのきれいな川と海を
守り、次の世代に伝えていくことを目指して「くまもと・みん
なの川と海づくり県民運動」が提唱されており、川や海への感
謝を込め、毎年県下一斉に美化清掃作業が実施されています。

くまもと・みんなの川と海づくりデー8/19（日）

鴨川河畔公園一帯で美化清掃作業をする参加者たち

全国大会で活躍した泗水中のメンバー。
前列左から吉安さん、松本さん、田代さん

　全国中学生空手道選手権が千葉県浦安市であり、女子
団体組手で泗水中の吉安珠貴さん（３年）、松本めぐみ
さん（２年）、田代真麻さん（１年）が優勝しました。
　３人は「昨年は３位だったので優勝できてうれしいで
す。練習の成果が出せたし、相手より気持ちが勝ってい
たと思いました」と喜びを話してくれました。
　また、男子個人組手で同じく泗水中の田代　崚くん（３
年）がベスト 16に、男子団体形で高木勇伸くん（３年）、
中野瑞紀くん（２年）、中島弘樹くん（２年）、田代　崚
くん（３年）、飯塚優志くん（３年）が３回戦進出、女
子個人組手で松本めぐみさん（２年）が３回戦進出、吉
安珠貴さん（３年）がベスト 16を果たしました。

泗水中が第15回全国中学生空手道選手権女子団体組手で優勝8/17（金）～19（日）
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　菊池梨まつりが菊池市民広場であり、たくさんの人
で賑わいました。今年で 11回目を迎えるこのまつり
は、菊池梨のPRと産地の活性化を目的として開催さ
れているもので、特設テントで菊池梨の販売や、先着
100 人へ梨のプレゼント、梨のつかみ取り大会、皮
むきコンテスト、重さ当てクイズなど、梨にちなんだ
多くのイベントがありました。
　来場者は思い思いのイベントに参加し、楽しい一日
を過ごしました。
　菊池梨は「新高（にいたか）」が 10 月中旬まで、
その後「新興（しんこう）」が 11月上旬まで出荷の
最盛期を迎え、いづれも菊池観光物産館やきくちのま
んまなどで販売されています。

特設のテントで取れたての菊池梨を買い求める来場者

第11回菊池梨まつり8/26（日）

　たしま友遊宛（谷口勇一事務長）で夏まつりがあり、親子
連れなどで賑わいました。開放された施設を目指し地域住民
との交流を深めることを目的に、平成 17年から開催されて
おり今年で３回目。
　同施設職員と地元ボランティアによるカレーライスやビー
ル、ジュース、ゲームなどの夜店があり、訪れた人たちを楽
しませました。この日は季節感を味わってもらおうと、入所
者の夕食会場をまつりの様子が見える場所に移したり、施設
内の一部が開放されたりしました。また、永翔太鼓も披露さ
れ、まつりに花を添えました。
　谷口事務長は「今は施設と地域の人との交流のみですが、
今後は地域の人と入所者との交流も進めていきたいです」と
話されました。

たしま友遊宛で夏まつり8/29（水）

親子連れなどで賑わう夜店

　菊池北中学校合唱部（北村榮一郎校長・大橋久美顧問・木下恵里部長）のメンバー 12人が、ひかり保育園（立山
正道園長）を訪れ、園児たちを前に自慢の“のど”を披露しました。
　コンクールの場だけでなく、実際に人前で歌い聞く人の喜ぶ顔を見ることで、歌うことのすばらしさを学んでもら
おうと、保護者の紹介で今回始めて実現しました。
生徒たちは、８月上旬からこの日のために練習し
てきた「星に願いを」、「カントリーロード」、「と
なりのトトロ」など８曲を熱唱し、園児たちを魅
了しました。
　お返しに園児たちが「南の島のハメハメハ大王」
と「おばけのうた」の２曲を全員で元気よく歌い
ました。
　園児たちは「声が大きくて上手でした。お兄さ
ん、お姉さんたちみたいに上手に歌えるようにな
りたいです」と話し、生徒たちは「今回の経験を
今後の活動に活かしていきたいです。また、数年
後に園児たちが中学生になり、合唱部に入ってく
れることを期待しています」と話してくれました。
　また、９月 23日（日）には、菊池北中学校吹
奏楽部と同合唱部合同によるミニコンサートが、
水源小学校体育館で行われました。

菊池北中学校合唱部がひかり保育園でミニコンサート8/28（火）

園児たちを前に自慢の“のど”を披露する
菊池北中学校合唱部のメンバー

　交通安全全国キャラバン隊が全国を７つの地域に分け、
交通安全を呼びかける巡回活動を行いました。内閣府が委
嘱した（社）全国交通安全母の会連合会が主催する活動で、
鹿児島県を８月 21日（火）に出発した九州隊は、宮崎県
を経て大分県に入り、８月 29日（水）に熊本県へ引き継
がれました。
　県境の菊池市原の兵戸公園であった引継式には、両県の
交通安全母の会の会員や県・市町村関係者など約 30人が
出席。大分県交通安全母の会の矢野目真弓会長が「無事に
引き継ぐことができてほっとしています。熊本県の皆さん
も暑さに注意して所期の目的を達成してください」とあい
さつし、熊本県交通安全母の会の山田弥生会長にキャラバ
ン旗を手渡しました。山田会長が「皆さんの運動を引き継
ぎ、母親として母の会の会員として交通安全を訴えていき
ます」と歓迎の言葉を述べ、菊池市交通安全母の会の会員
らが交通安全音頭に合わせて踊りを披露し歓迎しました。
　同隊は、合志市・嘉島町・美里町・和水町・南関町を経
由して８月 31日（金）に福岡県に引き継がれ、その後、
佐賀県・長崎県へと引き継がれました。

　「もっと知ろう !韓国」をキャッチフレーズに、韓国映画祭が菊池市文化会館でありました。市民有志からなる「き
くち韓国映画祭実行委員会（合志和洋委員長）」の主催で行われたものです。
　今回は、戦いに疲れた兵士たちが“心”と“笑顔”を取り戻していく様を描いた「トンマッコルへようこそ」、美

しいオランダを舞台に３人の男女の切なく純粋な
ラブストーリー「デイジー」、10万の敵にたった
１人で戦う男の壮大な劇作「墨攻（ぼっこう）」の
３本が上映されました。
　また、６月から市内でインターンシップ（職場
体験）留学生として研修中の韓国ウルチ大学観光
日本語通訳科の８人も、特別スタッフとして受付
やセレモニーのサポートを務め、太鼓の演奏も披
露しました。
　このほか、日本ではチマチョゴリとして知られ
る韓国の民族衣装・韓服（ハンボ）を着ての記念
写真撮影も昨年に引き続きあり、大好評でした。
　最終日の上映終了後には、ソウル２泊３日ペア
旅行券のほか計 44 人に豪華賞品が当たる抽選会
も行われました。

大分県の矢野目会長（右）からキャラバン旗を受け取る
熊本県の山田会長（左）

平成19年度（第29回）交通安全全国キャラバン隊が県境で引継式8/29（水）

第４回韓国映画祭inきくち9/1（土）・2（日）

映画祭スタッフとして入場者を迎える韓国ウルチ大学の学生たち（左側）

　阿蘇市立内牧小学校の「ほこすぎ相撲場」で、熊
本県子ども会相撲大会（熊本県子ども会連合会主催）
が開催されました。低学年の部（小学４年生以下）
に七城地区から流川子ども会チーム（原田拓郎くん、
原田篤郎くん、松本敦弥くん、松田祥太郎くん、野
中大輝くん、古閑健志郎くん、中島有葉くん）が参
加し、見事準優勝を果たしました。
　また、個人の部でも松本敦弥くんが準優勝し、松
田祥太郎くんが敢闘賞を受賞しました。

第33回熊本県子ども会相撲大会

9/2（日）

準
優
勝
を
果
た
し
た
流
川
子
ど
も

会
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

8｜広報きくち｜2007 OCTOBER9 広報きくち｜2007 OCTOBER｜



TOPICS

社会保険の職員を装った不審電話が
全国的に多発しています
　社会保険職員などを装い「お金を払わない
と年金が止まる」といった内容の不審電話が
多発しており、他県では類似した不審電話で
被害が発生しています。
　社会保険事務所の職員が、ATMの操作やフ
リーダイヤルへの電話の指示をすることはあ
りません。不審に思ったら、必ず熊本西社会
保険事務所（☎ 096-353-0141）へ内容確認
の問い合わせをお願いします。
●不審電話の事象
　社会保険事務所の職員の名をかたり、「48
万円支払わないと年金が止まる。そちらの方
面を回っている職員に支払ってもらうと良い。
分割でも良い」との電話が男性の声であって
います。

　国民年金の保険料は納めましたか？年金は、自
分自身のことだけでなく、世代間の助け合いが基
本となっています。未納のままでいると「老後」
の年金はもちろんのこと、「もしも」のときに障
害基礎年金が受けられない場合があります。そん
なことがないように、保険料は必ず納めましょう。
●保険料を納めた期間の差によって、こんなに違
う年金額
　日本国内に住んでいるすべての人は、国民年金
の保険料を20歳から60歳になるまでの40年間、
納めることになっています。

　老齢基礎年金は「25年以上」保険料を納める（免
除などを含む）と受け取ることができます。
　下表のように納付月数が違うと 65歳から受け
取る年金額も違ってきます。

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎（25）7211

国民年金保険料を
納めましょう
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裕
が
で

き
た
と
き
は
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
平
成
19

年
度
に
追
納
す
る
場
合
の
金
額
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

※
注
意　

追
納
は
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
の
古
い
月
か
ら
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
期

間
と
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納
付
猶

予
期
間
の
両
方
が
あ
る
場
合
は
、
ど
ち

ら
を
先
に
納
め
る
か
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保
険
料
の
追
納
を
し
ま
せ
ん
か
？

◎納め忘れがなく安心
◎手間が省けて便利
◎手続きは簡単・無料

国民年金保険料は

が便利です
口座振替

申し込みの際は
　●預貯金通帳
　●通帳お届印
　●国民年金保険料の納付書
　　　　を持参のうえ、申し込みください。

口座振替の申し込みは
　　金融機関窓口で受付中 !

納付状況別年金受給比較［例］

264,000

495,000

594,000

792,100

円

円

円

円40年間納付（満額）

40年間全額免除

25年間納付・15年間全額免除

25年間納付・15年間未納

（平成19年度の年金額で計算した年額）

承認を受けた
月の年度

追納額（１カ月分）

全額免除 半額免除 ４分の１ 免　　除
４分の３ 
免　　除

平成 14年度 13,940 6,970 ‒ ‒

平成 15年度 13,730 6,860 ‒ ‒

平成 16年度 13,540 6,770 ‒ ‒

平成 17年度 13,580 6,790 ‒ ‒

平成 18年度 13,860 6,930 10,400 3,470

承認を受けた
月の年度

追　納　額
  （１カ月分）

全額免除 半額免除

平成９年度 16,550 ‒

平成 10年度 16,310 ‒

平成 11年度 15,680 ‒

平成 12年度 15,070 ‒

平成 13年度 14,500 ‒

　菊池北小学校（倉原久義校長）の４年生児童
51人が、迫間川に架かる上久保橋（通称 :沈み橋）
上流の堰で炭を利用した河川浄化活動を行いまし
た。総合的な学習の時間の一環として行われたも
ので、活動の前に倉原校長が「“自分たちにもで
きる環境保全”のひとつの方法として学び、郷土
を流れる川を大切にしてください」とあいさつ。
早速、児童たちの手で約 80キログラムの炭が水
中に沈められました。
　炭は、平成 14年度から同校で行われてきた取
り組みの中で焼かれたものを使用し、約 50キロ
グラムを堰上部に固定したステンレス製の籠に入
れ、約 30キログラムを麻袋７つに分け、堰下部
のワイヤーにロープで結び付けました。
　ほとんどの児童たちが水につかりながら活動を
行い「水が冷たかったけど楽しかったです。川に
ごみは絶対捨てないし、もっと川がきれいになれ
ばいいと思います」と話してくれました。今後も、
同校ではこの取り組みが続けられる予定です。 川につかりながら炭を籠の中に入れる児童たち

菊池北小の児童が河川浄化活動9/3（月）

　９月 10日の「下水道の日」を前に、菊池市下
水道組合員や市職員などが「設置可能な場合は、
なるべく早く下水道へのつなぎ込みをしてくださ
い」と、啓発チラシなどを配りながら菊池市内の
対象家庭を訪問し、下水道への接続PRを行いま
した。
　菊池市役所玄関前であった出発式では、本藤　
徹組合長が「暑い中での活動となりますが、熱中
症などには十分注意しながら、しっかりと水洗化
へのPRをしてきてください」とあいさつし、早
速、各班に分かれて菊池市内の対象家庭の訪問に
出発しました。
　この戸別訪問は例年行われており、その積み重
ねで、菊池処理区の水洗化率は現在 88パーセン
トです。

　このほど、孔子まつり実行委員会のメンバーである渡　雪
美さん（泗水）が企画・構成し、金島宗治さん（玉名市）と
西川美紀さん（合志市）が編曲したCD「有朋の里　泗水　
DANCE　DE　GO～」が完成しました。11月４日（日）
に開催される泗水秋まつり（孔子まつり）のイベントで披露
されます。
　まつりを地域住民参加型にして元気なまちづくりをするこ
と、「祭孔大典」の旋律に親しみ自由に楽しく踊ってまつり
を盛り上げることを願って作成されました。
　CDは、パート１からパート４までの４種類のアレンジし
た曲で構成されており、そのうちパート１の演奏を地元の泗
水中学校の吹奏楽部の生徒が演奏しています。

菊池市役所玄関前であった出発式

制作されたCDを手にする泗水中学校吹奏楽部の生徒と関係者

戸別訪問で下水道をPR9/6（木）

元気なまちづくりCD
「有朋の里 泗水 DANCE DE GO～」が

完成
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ま
た
、
間
食
や
嗜
好
品
の
取
り
方

に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ュ
ー
ス
や
砂
糖
の
入
っ
た
飲
み

物
は
全
体
量
の
約
10
％
の
糖
分
が

入
っ
て
い
ま
す
。
饅
頭
や
ア
ン
パ

ン
も
１
個
に
20
〜
25
ｇ
の
し
ょ
糖
が

入
っ
て
い
ま
す
。

■
砂
糖
は
１
日
10
ｇ
以
下
に

■
果
物
の
中
の
糖
も
吸
収
が
早
い
の

で
、
１
日
80
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
以
下

に
（
※
下
図
参
照
）

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
ゆ
っ
く
り
食
事
を
取
り
ま
し
ょ
う

　

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
、
血
糖
値
も

ゆ
っ
く
り
上
が
り
ま
す
。

④
食
事
の
リ
ズ
ム
・
時
間
と
量
が
大

切
で
す

　

た
く
さ
ん
の
量
を
食
べ
る
と
、
イ

ン
ス
リ
ン
は
一
気
に
た
く
さ
ん
分
泌

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な

る
と
血
液
の
中
は
高
イ
ン
ス
リ
ン
状

態
に
な
り
、中
性
脂
肪
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪

玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
た

り
、
腎
臓
か
ら
尿
酸
や
塩
分
の
排
泄

を
さ
ま
た
げ
た
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
い
た
ず
ら
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
遅
く
食
べ
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
結
果
肝
臓
に
た
ま
り
肝
脂
肪
に

な
っ
た
り
、
脂
肪
組
織
に
た
ま
り
肥

満
に
な
り
ま
す
。
１
日
３
回
、
規
則

正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
中
に
は
朝

食
を
取
ら
ず
に
１
日
２
食
に
す
る
人

も
い
ま
す
が
、
１
回
当
た
り
の
食
事

量
が
増
え
、
食
後
の
急
激
な
血
糖
の

上
昇
に
つ
な
が
っ
た
り
、
空
腹
の
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
栄
養

素
の
吸
収
が
増
し
、
体
脂
肪
が
つ
き

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

⑤
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　

〜
歩
く
こ
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
消

費
を
節
約
し
、
糖
の
取
り
込
み
を

助
け
ま
す
〜

　

筋
肉
が
働
く
た
め
に
必
要
な
燃

料
（
糖
や
脂
肪
）
は
、
筋
肉
細
胞
内

に
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
燃
料

と
な
る
糖
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

で
細
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

筋
肉
細
胞
に
糖
を
取
り
込
む
能
力
が

高
ま
る
と
、
筋
肉
に
取
り
込
ま
れ
た

分
だ
け
血
糖
値
が
下
が
り
ま
す
。

■
運
動
を
は
じ
め
て
食
欲
が
さ
ら
に

増
し
た
と
い
う
人
へ

　

こ
れ
ま
で
に
筋
肉
量
が
少
な
い
、

筋
肉
を
使
う
こ
と
が
少
な
か
っ
た
人

は
、
筋
肉
細
胞
内
の
燃
料
の
蓄
え
が

少
な
く
、
運
動
を
す
る
と
す
ぐ
燃
料

不
足
に
な
り
ま
す
。

　

運
動
を
す
る
と
、
刺
激
で
血
液
中

に
あ
る
糖
の
筋
肉
へ
の
取
り
込
み
が

急
速
に
始
ま
り
ま
す
。
血
糖
が
下
が

る
と
空
腹
感
が
増
し
、
食
欲
が
出
て

過
食
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
こ
で
辛
抱
す
る
と
、
肝
臓

や
脂
肪
組
織
に
蓄
え
た
脂
肪
が
利
用

さ
れ
て
、
脂
肪
肝
、
体
脂
肪
率
な
ど

の
改
善
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

⑥
１
日
に
取
る
塩
分
量
は
10
ｇ
以
下

に
抑
え
ま
し
ょ
う

　

塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
高
血
圧
を
招

き
ま
す
。
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
い
る

場
合
と
高
血
圧
の
場
合
は
６
ｇ
以
下

に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

健康だより

　８月 24日（金）に菊池会場で３歳児健診がありました。
歯科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介しま
す。（敬称略）

３歳児健診時「むし歯なし」の子

　むし歯予防のためには、家族ぐるみで取り組むことがと

ても重要です。これからも「甘いものを控えること」、「歯

みがきをすること」、「歯を強くすること」、「定期健診を受

けること」を心がけ、むし歯ゼロで頑張りましょう。

　今回むし歯があったお子さんは、なるべく早く歯科医院

を受診しましょう。

健康だより

迫
はざま

　萌
も え か

郁（　　北原）

原
はらぐち

口海
かい

理
り

（　　亘）

松
まつばら

原未
み ゆ

侑（　　上木庭）

髙
た か き

木快
か い と

斗（　　菊池平野）

久
く は ら

原永
と わ

遠（　　大琳寺）

菊
池
会
場

※糖尿病ガイドより

※果物の 80 キロカロリー…バナナ１本、
柿１個、りんご 1/2 個、梨 1/2 個、み
かん２個

　
「
糖
尿
病
」
と
は
、
す
い
臓
か
ら

分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
不
足
や
、

働
き
の
低
下
が
原
因
で
起
こ
る
病
気

で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
、
ブ
ド
ウ
糖
（
血

糖
）
を
肝
臓
、
筋
肉
、
脂
肪
組
織
な

ど
に
取
り
込
ま
せ
る
こ
と
で
血
糖
値

を
下
げ
る
役
割
を
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ

糖
は
肝
臓
や
筋
肉
、
脂
肪
組
織
に
貯

蔵
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま

す
。

　

な
ん
ら
か
の
原
因
で
イ
ン
ス
リ
ン

の
不
足
や
働
き
の
低
下
が
起
こ
る
と
、

ブ
ド
ウ
糖
は
利
用
（
消
費
）
さ
れ
ず
、

血
液
中
に
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
状
態

（
高
血
糖
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状

態
が
続
い
て
い
る
の
が
糖
尿
病
で
す
。

高
血
糖
状
態
が
慢
性
化
し
、
３
大
合

併
症
（
神
経
障
害
、
網
膜
症
、
腎
症
）

や
動
脈
硬
化
な
ど
の
合
併
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

２
型
糖
尿
病
は
、
も
と
も
と
の
遺

伝
的
素
因
に
加
え
、
過
食
、
運
動
不

足
、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活

習
慣
が
大
き
く
関
わ
っ
て
起
こ
る
糖

尿
病
で
す
。
中
で
も
過
食
や
肥
満
の

影
響
は
大
き
く
、
肥
満
に
よ
っ
て
内

臓
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
る
と
イ
ン
ス
リ

ン
の
作
用
を
妨
げ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
す
い
臓
は
、
血
糖
値
を
下

げ
る
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
た
く
さ

ん
出
そ
う
と
頑
張
り
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
疲
れ
果
て
て
働
き
が
悪
く
な
り
、

血
糖
値
を
下
げ
き
れ
ず
に
高
い
状
態

の
ま
ま
と
な
る
の
で
す
。

　

糖
尿
病
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
糖
尿

病
の
95
％
以
上
は
「
２
型
糖
尿
病
」

で
す
。

　

糖
尿
病
の
発
症
に
は
運
動
不
足
と
、

軽
度
な
肥
満
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
糖
尿

病
の
予
防
に
な
る
の
で
す
。

２
型
糖
尿
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

糖
尿
病
っ
て
な
に
?

日
本
人
糖
尿
病
患
者

の
95
％
以
上
は
２
型

糖
尿
病

問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219 健康だより

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
物
繊
維
を
１
日
25
ｇ
以
上
は
取

り
ま
し
ょ
う
（
野
菜
・
き
の
こ
・

海
草
類
な
ど
）

 

食
物
繊
維
は
水
分
を
吸
っ
て
膨
ら

み
ま
す
。
お
腹
が
膨
ら
む
と
胃
か
ら

小
腸
へ
出
て
行
く
時
間
も
遅
く
な
り
、

食
物
繊
維
に
よ
っ
て
小
腸
で
は
で
ん

ぷ
ん
と
糖
類
分
解
酵
素
の
出
会
い
に

邪
魔
が
入
り
、
吸
収
が
遅
く
な
り
ま

す
。

 

食
物
繊
維
は
高
脂
血
、
高
血
糖
の

場
合
に
も
、
食
品
中
の
脂
肪
や
糖
質

の
吸
収
を
遅
ら
せ
て
く
れ
ま
す
（
胃

や
小
腸
で
消
化
酵
素
の
働
き
を
低
下

さ
せ
ま
す
）。

 

糖
質
の
吸
収
が
遅
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
一
度
に
た

く
さ
ん
出
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
結

果
的
に
は
血
糖
値
の
上
が
り
方
と
イ

ン
ス
リ
ン
の
出
方
が
一
致
し
ま
す
。

■
例
え
ば
・
・
・

□
緑
黄
色
野
菜
（
に
ん
じ
ん
・
ピ
ー

マ
ン
・
に
ら
な
ど
）
１
５
０
ｇ
を

食
べ
る
と
食
物
繊
維
が
４
ｇ
取
れ

ま
す
。

□
淡
色
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
た
ま
ね

ぎ
・
き
ゅ
う
り
な
ど
）
を
２
５
０

ｇ
食
べ
る
と
食
物
繊
維
が
６
ｇ
取

れ
ま
す
。

□
そ
の
他
、
き
の
こ
50
ｇ
で
は
食
物

繊
維
２
ｇ
、納
豆
40
ｇ
で
は
２
、７

ｇ
、
海
草
で
は
50
ｇ
で
食
物
繊
維

２
〜
３
ｇ
（
ワ
カ
メ
30
ｇ
で
１
、６

ｇ
、
焼
の
り
２
ｇ
で
０
、７
ｇ
）

が
取
れ
ま
す
。

②
単
純
糖
質
に
注
意

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓

子
、
果
物
な
ど
に
含
ま
れ
る
糖
質
を

単
純
糖
質
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
単
純
糖
質
が
多
い
食
品
は
、
吸
収

が
早
い
た
め
、
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■単純糖質と複合糖質がブドウ糖として吸収されるまでの時間
　単純糖質は 50～ 60秒で吸収されるため、血糖値が急激に上がり、
吸収された後は脂肪になりやすくなります。
　これを反対に複合糖質のご飯 50g（1/2 膳）でみると、1時間 45
分かかり、血糖値もなだらかに上がります。また、インスリンが一度
にたくさん出る必要もなく、ブドウ糖として吸収された後は、活動エ
ネルギーに使われます。
※単純糖質・・・ほとんど糖質でできあがっている食品→砂糖（しょ
糖）、果物・ハチミツ（果糖）、ミルク（乳糖）など
※複合糖質・・・糖質が主になり、脂質やたんぱく質などの他の栄養
素も含まれている食品→穀物類、ごはん、パン、パスタ、野菜など

 食育を推進していく中でも「日本型食生活」

は大変見直されています。それは、日本の季

節風土に適したお米や、日本各地で生産され

る農作物や海産物、野菜などの食材が多様に

盛り込まれていることや、エネルギーに対す

るでんぷん比率が高いなどの面から栄養バラ

ンスが優れているからです。

 取り方としては「主食（ごはんなど）」、「主

菜（メインになるもの）」、「副菜（野菜の皿）」、

「汁物」をそろえます。普段の食事の取り方

を振り返ってみると、主食を極端に減らした

食べ方や、好物のおかずだけを食べるなど結

構思い当たることがあるかと思います。

 まず、お皿をそろえることから意識してみ

るとよいでしょう。さらに、魚や肉・卵、大

豆、野菜、海草などの食材を多様に盛り込み、

調理方法に変化をつけるようにすると栄養バ

ランスも整えやすくなります。

毎月19日は「食育の日」

梶
かじわら

原泰
たいせい

成（　　中西寺）

木
きのした

下晴
は る と

斗（　　今）

岩
い わ ね

根由
ゆ い と

純（　　大琳寺）

渡
わたなべ

邉恵
け い た

太（　　北宮）

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

○菊

　

現
在
日
本
で
は
、
約
７
４
０
万
人
が
糖
尿
病
を
強
く
疑
わ
れ
て
い
ま

す
。糖
尿
病
の
可
能
性
が
あ
る
人
を
含
め
る
と
、約
１
、６
２
０
万
人（
国

民
の
７
〜
８
人
に
１
人
）
と
い
う
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

菊
池
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
受
診
者
数
を
み
て
も
、
１
カ
月
間
に

約
２
、５
０
０
人
（
国
保
被
保
険
者
に
占
め
る
割
合
は
、
10
・
４
％
）

の
人
が
受
診
し
て
お
り
、
40
歳
代
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
10
年
〜
20
年
か
け
て
発
症
す
る
た
め
、
若
い
年
代

か
ら
の
予
防
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

運動の秋です。体を動かしませんか?

生
活
習
慣
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

主　菜

副　菜

主　食

汁　物
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新着図書情報

絆 鳥羽　亮　著
　罪人が人生最後に接する男。世に「首切り浅右
衛門」と呼ばれ恐れられる吉利（よしとし）。冷徹
な「人斬り」と呼ばれるも、怨念・未練・後悔を
抱えた罪人の最後に問いかける。「何か言い遺すこ
とがござろうか・・・」人間の価値、人生の意味
をあぶりだす珠玉の短編集。

アサッテの人 諏訪哲史　著
　「ポンパ」意味不明な言葉を発する癖のある叔父は妻の死後、
隠遁生活を送り、後に失踪してしまう。彼に関する数々の記憶
と残された３冊の日記をもとに小説として成立するまでの軌跡
を描いた話題の芥川賞受賞作。

木漏れ日に泳ぐ魚 恩田　陸　著
　「あの旅からすべて変わってしまった」。１組のカップルが出
かけたS山地へのトレッキング。そこでガイドの男が事故死し
た。事件から１年後、２人は別離を迎える最後の夜に、抱えた
すべてを語りだす・・・。死んだ男の秘密・自らの運命と記憶、
愛と葛藤が絡み合う著者が描く新たな世界。

楽園 宮部みゆき　著
　「模倣犯」の事件から９年。ショックから立ち直れずにいたフ
リーライター前畑滋子。ある日、家の床下で 16年間埋められて
いた少女の死体が発見された。その死体を透視した少年の事故
死。すべては終わっていなかった。引き寄せられるように再び
事件の渦中に・・・。読み応えある一冊。

博士の本棚 小川洋子　著
　「子ども時代の読書の思い出は私を幸福な世界
に誘う」と語る著者。「博士の愛した数式」を執
筆するきっかけになった数学の本、愛読書の数々
の思い出とともに、幼い息子との生活、犬との出
会いなど日々を綴った魅力的な世界に惹きこまれ
るエッセイ。

編集者という病い 見城　徹　著
　「ひんしゅくは金を出しても買え !」は著者のモットー。過激
な出版・編集で幻冬舎を立ち上げ成功させた。郷ひろみの「ダ
ディ」をはじめ五木寛之「大河の一滴」などベストセラーを次々
と世に送り出した。生き方と仕事を振り返り、感動と苦悩の日々
を綴った人生の書。

これでもかーちゃんやってます
上大岡トメ　著

　頑張らなくても大丈夫 !! ほんの少し家が散ら
かっていても、晩ごはんが手抜きになっても、い
いんじゃない？完璧な母を目指すより、等身大で
子育てしよう！子どもを育てながら、仕事をする。
大奮闘する母さんの子育てのススメ。

超ホスピタリティ
‐おもてなしのこころが、あなたの人生を変える‐ 鎌田實　著
　ホスピタリティとはこころのこもったおもてなしのこと。サー
ビスの受け手を幸せにするだけでなく、サービスやケアを提供す
る側も幸せにしてくれる、超ホスピタリティのこころでほんとう
の幸せを手にしてみませんか？生き方や仕事のコツが分かる本。

農業に勝ち負けはいらない ! 山下惣一　著
　構造改革や貿易自由化など、農業はかつてない程の危機にさら
されている。環境、食、健康、地域の暮らしを守るためには、市
場原理主義を捨て、それぞれの環境にあった多種多様な農業をめ
ざしていこう。同じ未来と価値観を共有する人たちへの連帯の
メッセージ。月刊『地上』連載の「農のダンディズム孝」を単行
本化。

ぼくがラーメンたべてるとき 長谷川義史　作
　ぼくがラーメンをたべてるとき、地球のうらがわでは何がお
こっているのだろうか？同じ空の下で、となりの国の男の子は
あそんでいる。そのとなりの国の女の子は働いている。そのま
たとなりのこどもたちは・・・。遠く遠くはなれた国で、世界
のこどもは何してる。平和の願いがこめられた絵本。

うさぎ小学校
アルベルト・ジクストゥス　文　フリッツ・コッホ =ゴータ　絵

　子うさぎの兄妹は、わくわくしながらうさぎ
小学校へ通います。お耳の長い校長先生が教え
てくれるのは、たべられる植物や、こわい動物
のこと。一番大事なのは走る練習です。学校っ
てたのしいな！ 80年ものあいだ読みつがれて
きたドイツの代表的古典絵本。

るすばんおばけ 松本梨江　著
　るすばんおばけのお仕事は、泥棒から留守の家を守ること。
でも、ビクビクは泥棒が怖くてたまりません。７歳の誕生日、
一人で留守番をすることになりますが・・・。おばけの少年・
ビクビクの「はじめてのおしごと」の巻。

見えざるピラミッド  ‐赤き紋章の伝説‐上・下
ラルフ・イーザウ　著

　同じ日に別々の世界に生まれ落ちた３人の少年たち。彼らの
肩には、同じ形をした不思議な赤い紋章が刻まれていた。波動
のたびに交錯する３つの世界で〈赤き紋章の戦士たち〉は、無
事その任務を果たすことができるのか？究極の多重ワールド
ファンタジー。

ふたつめの月 近藤史恵　著
　念願の正社員になった途端、リストラされてし
まった久里子。失意の日々を過ごしていたが、偶
然再会した前の職場の人から「突然辞めたので、
部長が怒っていた」と言われ、困惑する。会社で
は久里子が自主退職扱いになっていた・・・。日
常の謎を解いていく連作短編集。

箕（み）作り弥平商伝記 熊谷達也　著
　秋田にある箕を作る地方で育った青年・弥平。彼の作る箕は
出来が良く、自慢の箕を売りに出るようになる。ある日、駆け
落ち同然で出て行った姉が突然帰って来た。しかし、腑に落ち
ない彼は、姉の嫁ぎ先へと販路拡大を名目に行商へ。そこで弥
平は、恋を知り、やるせない差別の存在を知る。

泗水図書館

中央公民館図書室

四字熟語で読む日本史 河合敦　著
　事件や人名が覚えにくく、年号の暗記教科だと思われがちな日
本史。しかし、事柄を四字熟語で押さえることで理解しやすく楽
しく学べる。複雑な幕末の政治思想史を「尊王攘夷・公武合体・
武力倒幕」の三つのキーワードから簡単に理解できるように説明。

1/4（よんぶんのいち）のオレンジ5切れ
ジョアン・ハリス　著、那波かおり　訳

　母は、兄に農園、姉に価値あるワイン一式、わたしには一冊
の雑記帳とトリュフを遺した。その雑記帳にはレシピと意味不
明な言葉が記されていた。わたしは、兄から農園を買い取り、
故郷でクレープ屋を始めたが、そこでは「わたし」であること
を隠していた。

パブロのてんらんかい
きたむらさとし　文・絵

　ゾウのパブロの夢は、展覧会に絵を出すこと。
しかし、さっぱりうまく描けない。カバのヒポ
ちゃんやライオンのレオナルドのすすめで、田
舎で風景を描いてみることに。きれいな景色を
みつけ、描きはじめたパブロだが、お昼ごはん
を食べて、ちょっとおひるねをしてみると・・・。

からだの“おかしさ”を科学する 野井真吾　著
　いるいる !そんな子、うちの子。「アトピー」「すぐ“つかれた”」
「背中ぐにゃ」　「平熱 36℃未満」・・・。その“おかしさ”はな
ぜ？どうすれば防げるの？体育科学博士である著者が、最近増
えている子どものからだと心のおかしさを診断、処方箋を示す。

ベッキーのたんじょうび ターシャ・テューダー　作
　ベッキー 10歳のおたんじょうびは、魔法が働いたように輝き、
一生忘れることのない思い出となりました。テューダー一家が
長女ベッキーのたんじょうびをどのようにあたたかく祝ったか
が、やわらかい色調とやさしい文章でつづられています。読む
だけで幸福感にみたされる絵本。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 10 月の予定

　

こ
の
本
は
大
人
の
マ
ン

ガ
の
よ
う
な
物
で
、
読
ん

で
い
く
と
馬
鹿
馬
鹿
し
い

こ
と
が
書
い
て
あ
る
。

　

例
え
ば
「
も
し
、
無
人

島
に
持
っ
て
行
く
な
ら
ば

何
を
10
個
選
ぶ
か
？
」
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
。
そ
の
答
え
の
ひ

と
つ
に
〝
魔
法
の
ラ
ン
プ

（
あ
れ
ば
の
話
だ
が
）〞
が

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
最
初
の
願
い

事
は
「
魔
法
の
ラ
ン
プ
が

百
個
ほ
し
い
」、
ま
た
は

「
無
限
に
願
い
事
を
叶
え

て
ほ
し
い
」
だ
。
他
に
も

宮
殿
（
冷
暖
房
、
プ
ー
ル
、

召
使
い
付
き
）、
飛
行
艇

な
ど
ま
と
も
な
答
え
は
な

い
。

　

ま
た
、「
胃
カ
メ
ラ
か

ら
の
生
還
」、「
わ
た
し
の

ギ
ョ
ー
ザ
を
と
っ
て
食
べ

た
人
へ
」
な
ど
お
も
し
ろ

エ
ッ
セ
イ
が
盛
り
沢
山
だ
。

前
作
の
「
わ
れ
笑
う
、
ゆ

え
に
わ
れ
あ
り
」
も
同
じ

く
お
薦
め
す
る
。

　

人
間
に
つ
い
て
哲
学
的

に
、
大
真
面
目
に
考
察
し

て
あ
り
馬
鹿
馬
鹿
し
い
け

れ
ど
も
と
て
も
面
白
い
。

　

ま
た
、
ま
と
も
に
考
え

れ
ば
こ
れ
ほ
ど
く
だ
ら
な

い
本
は
無
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
大
人
の
心
の
ど
こ

か
に
潜
ん
で
い
そ
う
な
心

理
を
書
い
て
あ
る
と
思
う
。

ま
と
も
に
考
え
な
い
で
読

む
と
面
白
い
本
だ
。

私
の
推
薦

桐
きりはら

原 集
しゅうぞう

藏 さん
（　　尾足）

　今年もとしょかんまつりを開催します。雑誌の無
料配布、布絵本や手作り絵本の展示など、楽しい催
しもたくさん用意しています。
　ご家族皆さんでお越しください。
と　き　10月 28日（日）午前 10時～
ところ　泗水図書館
内　容
•雑誌のバックナンバー無料配布
　（H17.11 ～ H18.9）
•ボランティアによる手作り紙芝居の発表ほか
•手話、布絵本を使ったおはなし会
•展示&体験コーナー
※詳しくは館内配布のチラシをご覧ください。
（泗水図書館）

絵てがみ作り
　10 月 21 日（日）のお楽しみ会は、図書館まつ
りで展示する「絵てがみ」を作ります。秋の葉っぱ
を使っていろんな絵てがみを作ってみませんか？
　参加無料です。お気軽にお越しください。
（泗水図書館）

わ
れ
大
い
に
笑
う
、

   

ゆ
え
に
わ
れ
笑
う

土
屋
賢
二　

著

10月27日（土）～11月9日（金）
は読書週間です

中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 月 休館日
２ 火
３ 水
４ 木
５ 金
６ 土 閉室日
７ 日 閉室日 閉室日 閉室日
８ 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
９ 火
10 水
11 木
12 金

13 土
きくちおはなし
のもりおはなし
かい　10:30 ～

閉室日
しすいっ子童話
会のおはなしか
い　11:00 ～

14 日 閉室日 閉室日 閉室日
15 月 閉室日 休館日
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土 閉室日 古典を楽しむ会
　14:00 ～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日 お 楽 し み 会 
14：00～

22 月 休館日
23 火
24 水
25 木
26 金

27 土
きくちおはなし
のもりおはなし
かい　10:30 ～

閉室日
しすいっ子童話
会のおはなしか
い　11:00 ～

28 日 閉室日 閉室日 閉室日 としょかんま
つり 10:00 ～

29 月 休館日
30 火
31 水 休館日
１ 木
２ 金
３ 土 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
４ 日 閉室日 閉室日 閉室日
５ 月 休館日

○旭

～目でみて、さわって、
　　　　　　　五感を使って楽しもう !～

と しょ か ん ま つ り
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広
報
文
芸
き
く
ち

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

８
月
例
会

友
は
皆
幽ゆ

う
か
い界
わ
れ
は
猛
暑
生
く 

坂
本
ま
つ
え

幼
き
手
一
拍
遅
れ
の
盆
踊
り 

五
丁　

義
昭

海
に
遊
び
し
子
ら
の
水
着
の
後
白
し 

服
部　

静
子

片か
た
か
げ蔭
の
尽
き
れ
ば
燃
ゆ
る
交
叉
点 

藤
本　

邦
治

優
勝
の
佐
賀
北
球
児
光
る
汗 

藤
本
ア
ツ
子

箱
根
路
や
笹さ

さ

ゆ

り

百
合
揺ゆ

る
る
こ
と
し
き
り 

寺
本　

和
子

せ
ん
た
く
物
取
り
入
れ
る
だ
け
で
玉
の
汗

（
中
二
）
渡
辺　

大
寿

た
だ
暑
い
犬
も
ぐ
っ
た
り
昼
下
が
り（

中
二
）
渡
辺　

一
史

不
戦
誓
ひ
し
六
十
二
回
の
終
戦
日 

内
村　

泊
虹

肥
後
狂
句
水
笑
会　

８
月
例
会

あ
わ
つ
ん
な 

枕
か
か
え
て
ど
う
す
る
か 
 

水 

光

あ
わ
つ
ん
な 

い
つ
で
ん
な
れ
る
千
の
風 

 

英 

坊

君
も
か
い 

濡
れ
落
ち
葉
て
ち
言
わ
れ
よ
る  

三 

水

良
か
先
生 

宥
め
す
か
し
て
教
え
さ
す 

 

江 

彩

あ
わ
つ
ん
な 

し
い
ら
走
り
は
命
取
り 

 

五 

女

あ
わ
つ
ん
な 

ち
ゃ
ー
ん
と
怪
我
ば
治
さ
に
ゃ
ん 

美 

由

あ
わ
つ
ん
な 

ど
け
か
よ
か
人
お
ら
す
バ
イ  

三 

代

良
か
先
生 

自
習
て
書
い
て
は
っ
て
か
す 

 

好 

茶

七
城
短
歌
会　
　
　

８
月
詠
草

猛
暑
日
は
明
日
も
つ
づ
く
と
西
山
に
か
か
る
夕
日
が
ぎ
ら

ぎ
ら
燃
ゆ
る 

高
木　
　

精

子
孫
等
が
帰
り
ゆ
き
た
る
部
屋
の
窓
開
く
れ
ば
今
朝
の
蝉

し
ぐ
れ
繁
し 

吉
間　

充
子

湯
舟
ま
で
話
題
持
ち
込
む
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
永
年
疲
労
の
貼

り
湿
布
あ
り 

岩
崎　

照
代

田
に
そ
よ
ぎ
渡
り
来
る
風
と
ど
く
部
屋
孫
と
添
い
寝
を
せ

し
は
遠
き
日 

木
下　

陽
子

気
揉
む
吾
に
遠
く
へ
帰
り
ゆ
く
娘
よ
り
「
い
ま
広
島
」
と

明
る
き
電
話 

池
田
カ
ツ
子

目
交
に
子
蛙
跳
び
つ
き
青
虫
と
格
闘
始
む
る
朝
の
菜
園

 

村
上　

幾
雄

金
婚
の
記
念
に
旅
立
つ
風
林
火
山
に
魅
せ
ら
る
る
夫
の
興

味
満
た
す
と 

緒
方　

寛
子

夕
厨
窓
越
し
に
見
る
は
げ
い
と
う
炎
え
た
つ
如
く
風
が
揺

ら
す
も 

水
田
紗
陽
子

音
も
な
く
散
る
桜
葉
を
見
つ
め
い
て
わ
け
な
く
淋
し
一
人

の
日
暮
れ 

松
岡
ミ
チ
エ

一
人
居
の
朝
餉
の
支
度
俎
の
窪
み
を
避
け
て
葱
細
く
刻
む

 

池
田　

禮
子

旭
志
文
芸
俳
句
会　

８
月
詠
草

梅
雨
明
け
の
庭
の
刈
り
こ
み
自
分
流 

芹
川
の
り
子

涼
し
さ
や
電
話
の
声
の
美
し
く 

芹
川　

蓉
子

水
田
の
水
の
ゆ
た
か
さ
有
難
き 
郷　

ミ
ヤ
子

鞍
岳
や
深
霧
ま
と
ひ
茶
を
育
て 
出
田
み
と
り

水
張
田
に
胸
擦
る
ご
と
く
燕
と
ぶ 

水
谷　

ミ
ネ

華
や
か
に
回
り
続
く
る
盆
提
灯 

東　
　

芳
子

孫
の
留
守
静
か
に
更
く
る
夏
の
宵 

中
尾
ヨ
シ
コ

高
齢
者
大
学
文
芸
部　

９
月
歌
会

シ
ベ
リ
ヤ
の
丘
に
草
む
す
わ
が
夫
よ
如
何
な
る
花
の
君
を

慰
さ
む 

氏
岡　

百
枝

八
月
の
彼
の
日
も
空
に
炎
え
い
た
り
背
戸
の
斜な

だ
り面
の
百
日

紅
は 

山
下　

菊
代

時と

き間
こ
こ
に
止
り
し
思
ひ
に
玉
砕
の
極
限
を
読
む
八
月

十
五
日 
山
代　

静
子

疎
開
地
の
川
辺
の
カ
ン
ナ
炎
え
咲
き
し
戦
時
下
く
ぐ
り
今

を
生
き
ゐ
る 

山
城　

雅
子

素
麺
に
畑
の
紫
蘇
を
き
ざ
み
入
れ
ひ
と
り
の
昼
餉
た
の
し

み
て
を
り 

宮
本
サ
チ
子

み
ん
な
好
き
皆
仲
良
し
老
わ
れ
ら
フ
ウ
セ
ン
バ
レ
ー
を
生

き
が
ひ
と
し
て 

今
坂　

文
子

気
の
つ
け
ば
夫
の
茶
碗
並
べ
居
り
留
守
居
の
朝
の
テ
ー
ブ

ル
の
上 

山
田　

弘
子

ゴ
キ
ブ
リ
の
早
き
を
逃
せ
し
老
わ
れ
の
衰
へ
た
る
を
悔
し

く
思
ふ 

荒
木　
　

幸

咲
き
匂
ふ
お
し
ろ
い
花
の
優
し
さ
に
暑
さ
和
ら
ぐ
夕
の
散

歩
は 

宮
本　

幸
子

猛
暑
日
の
暮
れ
ゆ
く
庭
を
透
く
風
の
さ
さ
や
く
音
に
秋
立

つ
ら
し
き 

岩
木
タ
エ
子

万
句
の
里
俳
句
会　

８
月
句
会

挨
拶
に
暑
さ
を
返
す
暑
さ
か
な 

岩
木　

敬
治

真
夜
中
の
銀
漢
砂
金
降
る
ご
と
し 

打
出　
　

貞

涼
風
に
こ
の
世
離
れ
て
ゆ
く
心
地 

隈
部　

輝
子

倉
敷
の
名
画
に
出
逢
ふ
秋
の
旅 

田
島　

房
子

夏
蝶
の
留と

ど

ま
る
と
こ
ろ
無
き
や
う
に 

加
藤　

妙
子

炎
帝
に
万
物
耐
へ
る
日
々
な
り
し 

北
村　

妙
子

花
も
香
も
浄
土
に
返
し
蓮

は
ち
す

散
る 

平
山　

邦
子

も
て
な
し
は
新
涼
の
阿
蘇
皮
き
り
に 

宮
本　

雅
子

ふ
ん
は
り
と
雲
の
動
き
て
秋
立
て
り 

冨
田　

幸
子

湧
く
如
く
降
る
一い

っ
さ
ん山
の
蝉
時
雨 

松
永　

久
子

か
な
か
な
に
潮
時
と
い
ふ
も
の
の
あ
り 

中
路　

郁
子

蜩ひ
ぐ
ら
しの
鳴
い
て
背せ

や
ま山
の
動
き
初
む 

高
木　

陽
子

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

虫
の
声 

や
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
里
帰
り 

小
川　

繁
美

難
し
さ 

シ
ャ
ン
に
撮
っ
て
と
言
わ
す
ブ
ス 

狩
野　

本
六

よ
か
相
場 

一
っ
ぺ
ん
利
食
い
し
と
こ
う
か 

須
藤　

新
生

虫
の
声 

姿
の
見
え
ん
コ
ン
サ
ー
ト 

高
倉　

新
米

た
っ
ぷ
り
と 

媽
が
嫌
味
の
ひ
ち
く
ど
さ 
荒
木　

玄
海

難
し
さ 

無
農
薬
で
は
無
収
穫 
光
堀　

善
教

虫
の
声 

心
の
和
む
無
人
駅 

太
田　

雄
三

た
っ
ぷ
り
と 

今
夜
は
旦
那
虐
め
ま
す 

安
武　

二
山

虫
の
声 

秋
を
奏
で
る
里
の
夜 

窪
田　

明
徳

何
ん
だ
ろ
か 

差
し
出
し
人
の
書
い
て
無
ァ 

田
中　

孝
幸

難
し
さ 

十
人
十
色
ま
と
め
な
ん 

中
山　

昌
子

何
ん
だ
ろ
か 

み
ん
な
出
て
見
る
救
急
車 

藤
由　

藤
紫

泗
水
短
歌
会　
　
　

８
月
詠
草

門
脇
に
日
日
草
と
薔
薇
咲
か
せ
年
に
一
度
の
息
子
ら
の
帰

り
待
つ 

大
島　

き
と

浄
土
え
の
絆
に
供
ゆ
と
正し

ょ
し
ん
げ

信
偈
今
日
は
穏
し
く
と
な
え
終

え
た
り 

長
尾
は
る
み

青
の
田
の
緑
の
上
を
白
鷺
の
一
際
白
く
夕
空
渡
る

 

平
島
き
く
え

三
十
八
度
灼
熱
の
日
び
朝
が
お
の
花
紫
に
朝
は
寄
り
行
く  

 

中
山　

定
子

盆
中
日
精

し
ょ
う
ろ
う霊
と
ん
ぼ
舞
う
昼
の
田
を
見
る
農
夫
の
眼
け
わ

し
き 

吉
安　

永
子

茂
り
合
い
葉
蔭
を
な
せ
る
苦
瓜
は
今
年
も
我
家
の
ひ
と
つ

オ
ア
シ
ス 

髙
藤
タ
ツ
ノ

盆
栽
に
し
つ
ら
え
し
松
と
思
う
が
に
島
に
自
生
の
松
お
び

た
だ
し 

内
田
つ
ね
よ

山
道
を
揺
ら
れ
て
来
た
る
阿
蘇
暑
し
涅ね

は
ん槃
の
像
の
姿
く
つ

き
り 

増
田
久
美
子

耀
き
て
夜
空
の
星
の
素
晴
ら
し
い
自
然
造
形
の
神
秘
世
界

よ 

宮
本　

峯
子

広
報
文
芸
き
く
ち
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き
く
筋

前
身
の
筋
肉
と
バ
ラ
ン
ス
を
使
い
ま

す
。

効　

果

•
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。

•
姿
勢
が
良
く
な
り
ま
す
。

•
お
な
か
の
ひ
き
し
め
に
つ
な
が
り

ま
す
。

•
歩
行
時
の
ふ
ら
つ
き
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

注
意
点

•
お
な
か
の
下
に
箱
が
は
い
る
よ
う

に
四
つ
這
い
姿
勢
を
保
ち
ま
す
。

•
ま
ず
手
か
ら
上
げ
、
次
に
足
を
上

げ
ま
す
。
下
ろ
す
時
は
足
か
ら
下

げ
、
最
後
に
手
を
下
ろ
し
ま
す
。

•
首
を
そ
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
大
き
く
ふ
ら
つ
く
時
は
、
早

め
に
手
を
つ
き
ま
し
ょ
う
。

•
３
秒
間
を
３
回
行
い
ま
す
。
大
き

な
声
で
数
を
数
え
ま
す
。

※
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
場
合

は
、
ま
ず
手
だ
け
を
上
げ
、
一
旦

下
ろ
し
た
後
、
足
を
伸
ば
し
て
下

ろ
す
と
い
う
よ
う
に
、
手
と
足
を

交
互
に
行
い
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
（
25
）
７
２
１
６

　

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
に

は
、
窓
口
で
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
保
険
証
と
一
緒
に
「
老
人
保
健

法　

医
療
受
給
者
証
」（
黄
色
）
の

提
示
が
必
要
で
す
。
保
険
証
の
み
で

は
本
人
の
自
己
負
担
割
合
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　

☎
（
25
）
７
２
１
８　

ま
た
は

　

各
総
合
支
所
民
生
課

　

平
成
18
年
度
の
県
の
統
計
で
、
錦

町
・
南
小
国
町
に
次
い
で
「
菊
池
市

が
県
で
３
番
目
に
要
支
援
１
・
２
の

方
の
維
持
・
改
善
率
が
よ
い
」
と
の

結
果
が
で
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
状
態

が
悪
化
す
る
人
が
少
な
か
っ
た
」
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
「
毎
日
体
操
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
な
く

な
っ
た
。
転
ば
な
く
な
っ
た
」「
腰

の
痛
み
が
取
れ
、
生
活
の
幅
が
広

が
っ
た
」
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
の
現
状
と
菊
池
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

菊
池
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

約
６
人
に
１
人
が
介
護
保
険
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
介
護
保
険

認
定
者
の
推
移
（
下
表
参
照
）
を
見

る
と
要
支
援
、
要
介
護
１
の
軽
度
者

の
伸
び
が
目
立
ち
、
Ｈ
12
年
度
か
ら

の
こ
の
５
年
間
で
約
５
０
０
人
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
開
設
さ
れ
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
ひ
と

つ
は
、
こ
の
軽
度
の
認
定
者
（
要
支

援
１
・
２
）
が
、
自
分
ら
し
い
生
活

を
継
続
し
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

●
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
理
由

○
脳
血
管
障
害　
　

26
％

○
腰
痛
・
関
節
痛　

25
％

○
転
倒
・
骨
折　
　

12
％

※
Ｈ
16
年
度
調
査
結
果
よ
り

●
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の

対
策
は
…

○
弱
っ
た
足
腰
を
転
ば
な
い
足
腰
に
。

　

↓
老
化
に
よ
っ
て
低
下
し
た
筋
肉

も
コ
ツ
コ
ツ
と
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

す
る
こ
と
で
改
善
で
き
ま
す
。
ま

た
、
柔
軟
体
操
は
柔
軟
な
体
を
つ
く

り
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柔
軟
体
操
も
一
緒
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

柔
軟
体
操
、
筋
力
向
上
体
操
を
す
る

こ
と
に
よ
り
関
節
の
痛
み
も
和
ら
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
こ
と
な

ど
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
な
る
べ

く
自
分
で
す
る
こ
と
も
筋
力
低
下
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
脳
梗
塞
（
の
う
こ
う
そ
く
）
な
ど

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
防
止
。

　

↓
食
事
は
、
バ
ラ
ン
ス
や
減
塩
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
定
期
健
診
・
受
診

も
大
切
で
す
。

●
軽
度
の
要
支
援
１
・
２
の
人
が
悪

化
し
な
い
た
め
の
取
り
組
み

　

自
分
ら
し
い
生
活
を
で
き
る
限
り

続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
本
人
の
課

題
を
加
味
し
た
上
で
生
活
に「
運
動
」

を
取
り
入
れ
た
「
介
護
予
防
支
援
計

画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）」
を
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
作
成
し
ま
す
。「
こ
う

な
り
た
い
」
と
い
う
具
体
的
な
目
標

を
掲
げ
て
も
ら
い
、
目
標
達
成
の
た

め
に
「
本
人
が
す
る
こ
と
」「
家
族

な
ど
が
す
る
こ
と
」「
デ
イ
ケ
ア
な

ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
す
る

こ
と
」
な
ど
を
具
体
的
に
定
め
支
援

し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
定
期
間
後
に

評
価
を
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て

悪
化
さ
れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も

元
気
で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
菊
池
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
医
師
、
地
域
な
ど
が
、

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　月：出べその治療は
　　　どうするの？

　火：子どもの包茎

　水：若年性認知症

　木：歯の部分矯正の効果

　金：最も人間らしい病気
　　　ーうつ病ー

土日：早漏で悩んでいる方へ

10月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

要介護度別要介護（要支援）
認定者数の推移人

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
H12 H13 H14 H15 H16 H17

239

407

265

194
226
227

216

233
206

286

436

285 281

504

334

236

260

247

276

264

290

371

591

321 376

641

357

301

288

268
254

316

334

343

675

467

1,862

2,113 2,231
2,389

1,558
1,662

要介護 5 要介護4 要介護3

要介護2 要介護1 要支援

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
⑬

〜
筋
力
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
〜

四
つ
這
い
バ
ラ
ン
ス

おなかに力を入れたまま四つ這いを保ちま
す。片手を伸ばして上げ、次に反対の足を
伸ばして上げます。

老
人
医
療
受
給
者
の

皆
さ
ん
へ

　

下
記
日
程
表
の
と
お
り
、
ポ
リ
オ

の
集
団
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
と
は　

手
足
の
麻
痺
が
現
れ

る
「
小
児
ま
ひ
」
と
呼
ば
れ
る
感
染

症
で
す
。

受
け
方　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な

免
疫
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
６
週

間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
、
２
回
服

用
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

▼
母
子
健
康
手

帳（
忘
れ
る
と
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
）

▼
予
診
票
（
な
い
場
合
は
、
接
種
前

日
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し

て
、
市
役
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
に

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他
の
注
意

•
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
対
象
年
齢
が
「
生

後
６
カ
月
未
満
」
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
済

ま
せ
て
か
ら
、
次
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

•
下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ

う
。

•
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
う

え
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

•
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間

は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
会
場
で
観
察
を
お

願
い
し
ま
す
。

•
ポ
リ
オ
予
防
接
種
後
か
ら
別
の
予

防
接
種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以

上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康

推
進
係　

☎
（
25
）
７
２
１
９

　

歯
周
疾
患
と
は
歯
垢
（
バ
イ
キ
ン

の
か
た
ま
り
）
が
歯
と
歯
ぐ
き
の
す

き
間
に
入
り
込
み
、
歯
を
支
え
て
い

る
骨
を
溶
か
し
、
大
切
な
歯
を
失
う

病
気
で
す
。
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

５
年
・
10
年
か
け
て
ジ
ワ
ジ
ワ
と
進

む
生
活
習
慣
病
で
す
。

　

早
め
に
歯
科
医
院
で
の
指
導
や
治

療
を
受
け
る
と
、
歯
周
疾
患
で
歯
を

失
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
い

つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
、
健

診
を
受
け
自
分
の
口
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
歯
周
疾
患
予
防
の
第
一
歩
で

す
。

対　

象　

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

で
、
40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

※
対
象
者
に
は
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
１
日
（
月
）
〜
11
月

30
日
（
金
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
内
の
指
定
歯
科
医

院（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料　

金　

無
料

持
っ
て
く
る
も
の　

受
診
券
（
ハ
ガ

キ
）・
健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳

●
健
診
で
は
、
次
の
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

•
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き
間
の
深
さ

•
歯
ぐ
き
の
腫
れ
や
出
血
の
有
無

•
歯
石
が
つ
い
て
い
る
か

•
歯
を
支
え
て
い
る
骨
の
状
況

•
む
し
歯
の
有
無　
　

な
ど

　

健
診
は
数
分
で
終
わ
り
、
痛
み
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
口
の
状
態

に
あ
っ
た
歯
み
が
き
指
導
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
予
防
の
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
健
康

推
進
係　

☎
（
25
）
７
２
１
９

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　   （25）1111

問い合わせ

七城総合支所　   （25）1000

旭志総合支所　   （37）3111

泗水総合支所　   （38）2111

本　　庁

総合支所

本庁と泗水総合支所には直通電話（ダイヤルイン）が
あります。別途配布の市役所電話帳をご活用ください。

●BCG
と　　き　10月 23日（火）
　　　　　午後１時 30分～午後２時（受付）
と こ ろ　菊池市文化会館
対 象 者　生後３カ月以上６カ月未満の乳児
●ポリオ　下記「ポリオ日程表」参照

10月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　結核健診を身近なところで受けられるよう、10 月 15
日（月）から 10月 25 日（木）まで検診車が各地区を巡
回します。日程・時間などの詳細は、回覧を確認のうえ受
診してください。
対象者　65歳以上（無料）
※ 65歳未満の人でも受診することができます。（有料）
健診機関　菊池広域保健センター（菊池養生園）
問い合わせ先　健康推進課健康推進係　☎（25）7219

始まります！結核検診

歯
が
抜
け
落
ち
る
歯
周
疾
患

ポリオ日程表
実施日 受付時間 対象者 場　所

10/ ４
（木）

午後
１時 30 分～
午後２時

実施日に
生後３カ
月～ 90 カ
月未満（７
歳６カ月
未満）の
乳幼児

菊池市
文化会館

10/18
（木）

旭志老人
憩の家
「太陽の家」

10/31
（水） 泗水公民館

11/ ７
（水） 七城公民館

「
歯
と
歯
ぐ
き
の
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

 

シ
リ
ー
ズ
⑩ 

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

生
活
に「
運
動
」を
取
り
入
れ
た
こ
と
で

寝
た
き
り
に
な
る
人
が
減
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
（
25
）
７
２
１
６
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
求
職

し
て
い
る
人
の
就
職
、
再
就
職
が
有

利
に
な
る
よ
う
、民
間
教
育
機
関（
専

門
学
校
な
ど
）
に
職
業
訓
練
を
委
託

し
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る

職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
委
託
訓
練
12
月
生
「
Ｃ

Ａ
Ｄ
機
械
設
計
科
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

申
込
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
に
求
職
申
し
込
み
を

し
て
い
る
離
職
者
。

申
込
受
付　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
職
業
相
談
の
う
え
、
受
講
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受

講
の
可
否
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間　

10
月
23
日
（
火
）

〜
11
月
５
日
（
月
）

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

定　

員　

20
人

訓
練
会
場　

ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社
（
テ
ク
ノ
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
）

訓
練
期
間　

12
月
５
日
（
水
）

〜
平
成
20
年
２
月
29
日
（
金
）

必
要
経
費　

入
学
金
、
受
講
料
は
無

料
。
教
科
書
な
ど
の
諸
経
費
は
自
己

負
担
。

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン

タ
ー　

委
託
訓
練
係

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
０
３
９
４

　

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

で
は
、
公
共
職
業
訓
練
「
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科　

山
鹿
コ
ー
ス
」
の
実
施
に

伴
い
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
に
求
職
申
し
込
み
を
し
た
離
職

者
に
対
し
て
、
再
就
職
に
有
利
に
な

る
よ
う
各
地
域
の
専
門
学
校
な
ど
を

利
用
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
こ

れ
か
ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
で
き
る

よ
う
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
学
金
、
受
講
料
は
無
料

で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
１
６
、
０
０

０
円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

募
集
期
間　

10
月
23
日
（
火
）
〜
11
月
５
日
（
月
）

訓
練
期
間　

12
月
４
日
（
火
）

〜
平
成
20
年
２
月
29
日
（
金
）

訓
練
会
場　

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ

コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
山
鹿
市
山

鹿
１
番
地
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
内
）

申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
（
24
）
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
立
熊
本
高

等
技
術
訓
練
校

　

☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

　取引や証明に使用する計量器は、法律（計量法第 19
条）により２年に１回の定期検査を受けるよう義務付け
られています。
　今年も下記の日程で検査が行われますので、該当する
計量器をお持ちの人は受検されるようにお願いします。

持ってくるもの
　計量器、手数料（１台あたり500円～2,200円）
検査対象計量器
•商店などで商品の売買に使用しているはかり
•病院、薬局などで使用している調剤用のはかり
•学校、病院、保育園などで使用している体重測
定用のはかり
•農協、漁協など流通物資の集荷、出荷などに使
用しているはかり
•宅配など運送業者などが貨物の運賃算出用に使
用しているはかり
•農業、漁業などの生産者が生産物などの売買に
使用しているはかり
問い合わせ先
　商工観光課　☎（25）7223　または
　熊本県計量検定所　☎ 096（369）2151

日時・場所
検査日 検査時間 検査場所

10月18日（木）午前 10時～午後３時 JA菊池
七城野菜選果場

10月19日（金）午前 10時～午後３時 泗水中央公民館

10月22日（月）午前 10時～午後３時 太陽の家

10月23日（火）午前10時～午前11時 JA菊池竜門支所

10月23日（火）午後１時～午後３時 JA菊池水源支所

10月24日（水）午前 10時～午後３時 菊池市役所

10月25日（木）午前 10時～午後３時 菊池市役所
※正午～午後１時までは除きます

就
職
に
必
要
な
知
識
と
技

能
を
修
得
し
ま
せ
ん
か

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　熊本県女性相談センターでは、配偶者など
からの暴力の悩みについて、専門スタッフが
相談に応じています。今回、そのスタッフが
地域に出向いて皆さんの相談に応じます。
　男女間の暴力などでお困りの人は、ぜひこ
の機会をご利用ください。
と　き　11月５日（月）
　　　　午前 10時～午後３時
ところ　熊本県菊池保健所会議室
相談内容
配偶者などからの暴力に関する相談
問い合わせ・申し込み先
　熊本県菊池福祉事務所　☎（25）4278
※内容によってそれぞれの専門スタッフが参
りますので、事前に電話でご予約ください。

　熊本県女性相談センターでは、来所、電話相談
に加え、DVに関する法律相談や、不妊専門相談、
こころのケアのための心理カウンセリングも行っ
ています（要予約）。まずはお電話でご相談くだ
さい。
•熊本県女性相談センター
　☎ 096（381）4454
※月～金（年末年始、祝日を除く）午前８時
30分～午後５時 30分

•DV電話相談
　☎ 096（381）7110
※毎日（年末年始を除く）午前９時～午前０時
•女性のケア（妊娠とこころに関する）相談
　☎ 096（381）4340
※月～金（年末年始、祝日を除く）
　午前９時～午後 10時
•不妊専門相談
　☎ 096（381）4340
※月～金（年末年始、祝日を除く）
　午前９時～午後４時

計量器の定期検査を実施します

熊本県女性相談センターDV巡回相談

平成19年度

●
骨こ

つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
骨

粗
鬆
症
と
い
う
骨
が
す
か
す
か
に

な
る
病
気
や
歯
の
老
化
を
招
き
ま
す
。

骨
の
老
化
予
防
の
基
本
は
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
で
す
。
特
に
た
ん
ぱ

く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
意
識
し
て
取

り
ま
し
ょ
う
。
骨
粗
鬆
症
に
な
り
や

す
い
の
は
、
女
性
と
高
齢
者
で
す
。

男
性
の
発
症
率
は
女
性
に
比
べ
て
低

く
、
そ
の
多
く
が
75
歳
を
過
ぎ
て
起

こ
り
ま
す
。

　

骨
が
も
ろ
く
な
る
と
、
軽
く
転
倒

し
た
だ
け
で
骨
折
し
て
し
ま
い
、
そ

の
ま
ま
寝
た
き
り
を
招
く
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
の
効
果
的
な
取
り
方

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
体
内
に
吸
収
さ

れ
に
く
い
た
め
、
多
め
に
取
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
牛
乳
、
ス
キ
ム
ミ
ル

ク
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
吸
収
率
の
高
い

カ
ル
シ
ウ
ム
源
で
す
。

　

ま
た
、
大
豆
製
品
、
小
魚
、
海
藻
、

種
実
類
、
緑
り
ょ
く
お
う
し
ょ
く
や
さ
い

黄
色
野
菜
も
カ
ル
シ
ウ

ム
が
豊
富
で
す
が
、
野
菜
類
に
含
ま

れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
吸
収
さ
れ
に
く

い
な
ど
、
食
品
の
種
類
に
よ
っ
て
腸

か
ら
の
吸
収
率
に
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
良
質
な
た
ん
ぱ

く
質
（
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品

な
ど
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
含
む
食
品

（
ま
ぐ
ろ
、
い
わ
し
、
さ
け
、
か
つ
お
、

さ
ん
ま
、
ぶ
り
、
干
し
し
い
た
け
な

ど
）
と
一
緒
に
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
日
光
を
浴
び

る
こ
と
で
体
内
で
も
合
成
さ
れ
る
の

で
、
適
度
（
10
〜
15
分
位
）
に
日
光

を
浴
び
る
こ
と
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
動
な
ど
に
よ
り
骨
を
つ

く
る
細
胞
が
活
性
化
し
、
カ
ル
シ

ウ
ム
が
骨
に
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

散
歩
や
体
操
な
ど
の
運
動
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。

●
カ
ル
シ
ウ
ム
は
ど
の
く
ら
い
取
れ

ば
い
い
の
？

　

高
齢
者
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
は

1
日
に
６
０
０
㎎
以
上
で
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
で
、
牛
乳

は
コ
ッ
プ
１
杯
（
２
０
０
㎖
）
で

２
２
０
㎎
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
み
、

１
日
の
３
分
の
１
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
食
品

で
す
。

　

牛
乳
が
飲
め
な
い
人
は
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
（
１
０
０
ｇ
で
１
２
０
㎎
）
に

変
え
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
や
料
理
で
取

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

牛
乳
以
外
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
食
品
に
は
、
し
し
ゃ
も
、
チ
ー

ズ
、
青
菜
、
木
綿
豆
腐
、
ご
ま
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
食
事
療
法
を
し
て
い
る
人

や
食
事
療
法
の
必
要
な
人
は
、
医
師

や
栄
養
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
な
ど
、
社
会
参
加
を
勧

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
指
導
者

と
な
る
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
50

歳
以
上
の
人
で
、
日
常
的
に
パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
、
講
座
受
講
後
に
シ
ニ

ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
行

う
意
欲
の
あ
る
人
で
す
。
詳
細
は
、

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
新
着
情
報
」

の
中
の「
た
だ
い
ま
募
集
中
」の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
26
日
（
月
）、
27
日

（
火
）、
29
日
（
木
）、
30
日
（
金
）

の
４
日
間

と
こ
ろ　

大
津
町
中
央
公
民
館
（
大

津
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）　

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
１
５

問い合わせ先  菊池夢美術館
☎（23）1155夢美術館情報

●「風の道・人の旅」長野良市写真展
　期間 :９月 28日（金）

　　　　～ 10月９日（火）
●ルナ・フローラー
　パンの花と楽しい仲間たち
　期間 :10 月 12日（金）

～ 10月 21日（日）
●女性の手しごと展
　期間 :10 月 28日（日）

～ 11月 18日（日）

平
成
19
年
度
第
２
回
シ
ニ
ア

I
T
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

支給対象者
　10月１日現在で①②③すべてに該当する人が対象です。
①障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健
福祉手帳）の交付を受けている人
②菊池市の住民票に 1年以上記載されている人
③公的障害年金（障害基礎年金・障害厚生年金・障害共済年
金）を受給していない人
支給額　5,000 円（年額）　
支給日　12月 18日（火）・19日（水）
申請手続き　印鑑・障害者手帳・振り込み
　　　　　　希望の通帳が必要です。
受付期間　10月 1日（月）～ 10月 31日（水）
※ただし、土・日・祝日は除く
受付時間　午前 9時～午後 5時
問い合わせ・申請先
　福祉課障害福祉係　☎（25）7213
　各総合支所民生課

10月 1日より、菊池市身体障害者等
福祉年金支給申請を受け付けています

高
齢
者
の
栄
養
シ
リ
ー
ズ
⑦

牛
乳
は
毎
日
２
０
０
㎖
程
度

飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課　

☎
（
25
）
７
２
１
６

〜
高
齢
者
の
た
め
の
食
生
活
指
針
15
カ
条
よ
り
〜
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



秋の行政相談週間

行政相談所開設
　10 月 15 日（月）から 10 月 21
日（日）まで、総務省による秋の行
政週間が全国一斉に開催されます。
　菊池市でも、下記のとおり相談所
が開設されます。行政に対するご意
見や、苦情など何でもご相談くださ
い。相談は無料で、秘密は固く守ら
れます。お気軽に相談ください。

問い合わせ先　
総務課行政係　☎（25）7111
旭志総合支所総務振興課

と　き ところ 行政相談委員
10 月 16日（火）
午前 10時
　　　～正午

菊池市
中央公民館

出口一仁
（　　西寺）

10月 19日（金）
午前９時
　　　～正午

菊池市
旭志太陽の
家

森　保士
（　　新明）

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
か
ら
、
国
の
三
位
一
体
の
改

革
に
伴
う
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、
こ

の
こ
と
か
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
が

重
要
と
な
り
、
納
税
者
の
公
平
性
を

図
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹

底
し
た
徴
税
体
制
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
滞
納
者
に
対
し
法
令
に

基
づ
く
滞
納
処
分
と
し
て
、
不
動
産

（
土
地
・
家
屋
）
や
自
宅
な
ど
の
捜

索
に
よ
る
動
産
（
電
化
製
品
・
自
動

車
・
貴
金
属
な
ど
）
の
差
押
え
お
よ

び
公
売
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

納
期
内
の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。 　

な
お
、
差
押
え
を
行
っ
た
財
産
は
、

公
売
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な

ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
徴
税
係　

☎
（
25
）
７
２
０
８

菊池市公売会を
開催します

第1回
　市税・国保税などの徴収のために差押えた家電
製品や食器・日用品類などを、次のとおり公売し
ます。購入を希望する人は、この機会にぜひ参加
ください。
と　き　10月 23日（火）
　　　　午前 10時から（開場・午前９時）
ところ　七城総合支所横
　　　　「七城公民館」２階大研修室
公売物件　家電製品、食器・日用品類、その他
※詳細は、10／１回覧板の「公売会チラシ」を
参照ください。
公売方法　入札
当日必要なもの
①印かん（認め印で可。法人の場合は代表者印）
②購入代金（入札金額および消費税）
③本人が確認できるもの（免許証、保険証など）
④委任状（代理人が入札する場合）
その他
•公売財産の引渡しは、買受代金納付時の現況有
姿で行います。
•公売前に滞納税が完納になった差押物件につい
ては、公売中止となります。
•物件は、使用品が多く、キズなどがある場合が
ありますので、ご理解のうえ入札してください。
※今回の公売会のほかにも、Yahoo! 官公庁オー
クション（インターネットオークション）にも
出品予定です。
問い合わせ先　税務課徴税係
　　　　　　　☎（25）7208

市
税
な
ど
の
徴
税
体
制
を

強
化
!

●国民健康保険税第４期
●市県民税第３期
※口座振替を利用している人は、10 月 25 日（木）
に振替を行いますので、残高の確認をお願いします。

10月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

　

国
や
市
の
行
政
に
関
す
る
こ
と
、

相
続
財
産
な
ど
法
律
上
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
総
務
省
熊
本
行

政
評
価
事
務
所
、
菊
池
市
、
行
政
相

談
委
員
、
弁
護
士
が
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。

と　

き　

10
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議

室
（
菊
池
市
隈
府
８
６
５
番
地
）

※
当
日
午
前
10
時
か
ら
会
場
で
先
着

順
に
受
け
付
け
ま
す
（
事
前
予
約

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
）。

※
弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
先
着
８

組
、
１
組
当
た
り
30
分
で
す
。

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で

す
。
国
の
行
政
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
行

政
相
談
以
外
に
も
、
行
政
相
談
委

員
が
支
所
ご
と
に
行
政
相
談
所
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
行
政
評
価
事

務
所
行
政
相
談
課

　

☎
０
９
６
（
３
２
４
）
１
６
６
２

行
政
相
談
所

タイヤロックによる差押え

○菊

○旭

　

江
戸
時
代
の
文
教
の
特
徴
と
し

て
、
地
方
の
文
教
人
た
ち
の
目
が
、

自
ら
の
住
む
各
郡
内
の
地
誌
・
歴
史

や
伝
承
に
注
が
れ
、
調
査
・
記
録
さ

れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
菊
池

地
方
で
は
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）

年
に
死
去
し
た
隈
府
町
の
豪
商
宗
善

右
衛
門
尉
重
次
の
「
伝つ

た
え
お
き置」

を
、
孫

の
宗
四
郎
兵
衛
が
、
ほ
ぼ
五
〇
年
後

の
享
保
十
七（
一
七
三
二
）年
に「
家

伝
」「
宗
氏
之
秘
書
」
と
し
た
『
菊

池
温
故
』（『
菊
縣
温
故
』）
や
、
渋

江
松
石
が
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年

に
そ
れ
を
増
補
し
た
『
菊
池
風
土

記
』
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
近
隣
で
は

『
合こ
う
し
が
わ
あ
く
た

志
川
芥
』（
通
称
・
こ
う
し
せ
ん

か
い
）
や
安
永
元
（
一
七
七
二
）
年

の
山
鹿
郡
温
泉
郷
住
人
風
斜
曽
白
坊

著
『
鹿ろ
く
ぐ
ん郡
旧
語
伝
記
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
肥
後
藩
で
「
郡

誌
」
の
さ
き
が
け
と
も
い
え
る
の
が

『
合
志
川
芥
』
で
し
ょ
う
。
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
、
合
志
芳
太
郎
の

尽
力
で
出
版
さ
れ
た
『
改
訂
合
志
川

芥
』
の
序
で
、
武む
と
う
と
ら
た

藤
虎
太
は
「
編
者

ノ
名
ヲ
詳
ニ
セ
ズ
。
伝
ヘ
云
フ
、
慶

安
年
中
（
一
六
四
八
〜
五
二
）
天
台

宗
ノ
僧
某
ノ
選
ム
所
ニ
係
ル
」
と
、

編
者
が
不
詳
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
内
容
を
「
書
中
、
合

志
家
ノ
系
譜
・

所
領
等
ヨ
リ
、

合
志
郡
ノ
山

川
・
地
理
、
町

村
・
邑
里
、
神

社
・
仏
閣
、
水
利
・
土
功
、
遺
聞
・

伝
説
等
ニ
及
ブ
マ
デ
、
細
大
漏
ラ
ス

所
ナ
シ
、
悉
ク
信
ズ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ

ト
雖
モ
、
亦
一
部
ノ
風
土
記
ナ
リ
」

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
『
合
志
川
芥
』
は
、
そ
の

奥
付
か
ら
、
安
永
七
（
一
七
七
八
）

年
郷
星ほ

し
ね子

が
合
志
郡
大
津
町
人
か

ら
「
借
請
写
納
」、
加
々
美
為
之
允

の
蔵
本
と
な
り
、
そ
れ
を
寛
政
三

（
一
七
九
一
）
年
続
策
之
が
借
写
、

そ
れ
が
竹
迫
会
所
白
井
氏
（
和
吉
）

の
蔵
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
政
四

（
一
八
二
一
）
年
竹
迫
手
永
板
井
村

の
梶
迫
八
兵
衛
が
、
そ
れ
を
借
写
、

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
は
猪
目

村
の
角
右
衛
門
が
借
り
請
け
、
そ
の

際
田
島
村
の
伊
牟
田
尚
正
が
「
亦
借

請
写
」
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
の「
借
写
」こ
そ
が
、

当
時
の
文
教
人
た
ち
の
熱
意
の
証
で

し
た
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

克
彦

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑮

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
よ
く
他
人

を
殺
し
た
り
、
自
殺
し
た
り
す
る
事
件

が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
て
き
て
ま
す
。
最

近
で
は
、
小
・
中
学
生
の
犯
罪
も
多
く

な
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
う

し
て
人
の
命
を
奪
っ
た
り
、
せ
っ
か
く

生
ま
れ
て
き
た
命
を
自
分
か
ら
失
っ
た

り
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
人
権
っ
て
何
？
」
っ
て
親
に
聞
い

た
ら
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
人

間
と
し
て
の
権
利
で
、
他
人
を
思
い
や

り
、
大
切
に
思
う
気
持
ち
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

人
類
み
ん
な
が
、
本
当
に
人
権
意
識

を
持
っ
て
毎
日
を
生
活
し
て
い
た
ら
、

犯
罪
な
ん
か
起
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
命
の
大
切
さ
が
本
当
に
分

か
っ
て
い
た
ら
、
人
を
殺
し
た
り
、
自

殺
を
考
え
た
り
し
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

命
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
に

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
か
ら
、
殺
人
事
件
な
ど
が
発
生

す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
帰
り
や
、
買
い
物
な
ど
で
歩
い

て
い
る
と
、
車
い
す
に
乗
っ
た
人
た
ち

と
出
会
い
ま
す
。
白
い
杖
を
持
っ
た
目

の
不
自
由
な
人
と
も
す
れ
違
い
ま
す
。

僕
は
「
不
自
由
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
は
感

じ
ま
す
が
、
特
に
手
を
貸
し
た
り
は
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
体
に
障
害
が

あ
っ
て
も
特
別
な
目
で
見
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
助
け
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
出
来
る
限
り
力
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
あ
る
手
の
不
自
由
な
高
校
生

が
高
校
野
球
の
地
区
予
選
で
先
発
ピ
ッ

チ
ャ
ー
と
し
て
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
っ
た

様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
７
球
投

げ
て
、
他
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
交
代
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
体
に
障
害
が
あ
る

た
め
、
練
習
な
ど
他
の
選
手
の
倍
以
上

頑
張
っ
た
そ
う
で
す
。
手
に
障
害
が
あ

り
な
が
ら
、
試
合
に
出
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
、

一
緒
に
戦
お
う
と
応
援
し
て
い
る
姿
を

見
て
、
僕
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
の

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
何
度

も
見
て
、
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

体
に
障
害
を
持
つ
人
は
、
本
当
に
命

の
大
切
さ
を
僕
た
ち
よ
り
も
遥
か
に
理

解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
体
は
不
自
由
で
も
、
健
康
体

の
人
よ
り
優
し
い
気
持
ち
を
持
ち
、
強

い
人
間
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

家
族
も
友
だ
ち
も
、
僕
の
周
り
に
い

る
人
た
ち
全
員
が
大
切
な
人
た
ち
で
す
。

僕
自
身
の
命
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

な
が
ら
、
人
を
大
切
に
思
い
、
差
別
を

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

『合志川芥』の写本（田尻瑠璃氏蔵）

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

菊
池
南
中
２
年　

出
口
侑
祐 ㉙

天
台
宗
僧・某（
生
没
不
詳
）

　「法の日週間（10月１日から７日まで）」
行事の一環として、下記のとおり無料法律
相談会を実施します。
●無料法律相談会（山鹿市開催）
と　き　10月 15日（月）
　　　　午前 10時～午後３時
ところ　熊本地方・家庭裁判所山鹿支部
相談担当者　弁護士、民事・家事調停委員、
法務局職員
相談内容　民事・刑事の法律問題、サラ金・
破産問題、離婚・相続等の問題、登記、人
権問題など
問い合わせ先　熊本地方・家庭裁判所山鹿
支部　☎（44）5141

●無料法律相談会（熊本市開催）
と　き　10月 15日（月）
　　　　午前 10時～午後３時
　　　　※受付は午後２時 30分まで
ところ　くまもと県民交流館パレア会議室
１（熊本市手取本町８‐９「鶴屋新館９階」）
相談員　裁判所、法務局の職員、弁護士
相談内容　裁判所職員による各種申立手続
き相談など、法務局職員による登記、人権
問題相談、弁護士による一般法律相談など
問い合わせ先　熊本地方裁判所総務課
　☎ 096（325）2121　内線 522

平成19年度法の日週間

無料法律
相談会
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



　

旭
志
幼
稚
園
、
泗
水
幼
稚
園
で
は
、

平
成
20
年
度
の
園
児
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

旭
志
幼
稚
園　

　

３
歳
児　

20
人

　

４
歳
児　

11
人

　

５
歳
児　

６
人

泗
水
幼
稚
園

　

３
歳
児　

20
人

　

４
歳
児　

15
人

　

５
歳
児　

15
人

募
集
・
受
付
期
間

　

11
月
12
日（
月
）〜
11
月
30
日（
金
）

※
入
園
願
書
は
、
11
月
１
日
（
木
）

か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祭
日
は
除
く
。

入
園
資
格　

平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
、
菊
池
市
民
で
、
平
成
14
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
幼
児

入
園
決
定　

申
請
者
が
募
集
人
員
以

上
の
と
き
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

諸
経
費　

入
園
料
、
保
育
料
の
ほ
か
、

給
食
費
、
後
援
会
費
、
絵
本
代
な
ど

の
保
護
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
幼
稚
園
に
就
園
す
る
園
児
の
保
護

者
で
、
低
所
得
者
に
は
、
保
育
料

の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

入
園
手
続
き　

入
園
願
書
は
、
幼
稚

園
に
あ
り
ま
す
の
で
、
所
要
事
項
を

記
入
し
て
、
期
日
ま
で
に
各
幼
稚
園

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

旭
志
幼
稚
園

　

菊
池
市
旭
志
新
明
２
８
０
５

　

☎
（
37
）
３
４
１
０

泗
水
幼
稚
園

　

菊
池
市
泗
水
町
吉
富
１
５
９
３

　

☎
（
38
）
２
７
０
９

と　

き　

10
月
13
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講　

師　

谷
口
国
博
さ
ん

　
「
た
に
ぞ
う
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
、「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の

あ
そ
び
を
監
修
し
て
い
る
方
で
す
。

内　

容　

親
子
で
身
体
を
動
か
し
、

触
れ
合
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

入　

場　

無
料

主　

催　

菊
池
地
区
支
部
保
育
園
・

幼
稚
園
部
会

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

●
楽
し
い
人
形
劇
「
か
す
ぺ
る
」
の

公
演

と　

き　

10
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　
「
ぶ
ん
ぶ
く
茶
が
ま
」
の

と
っ
て
も
楽
し
い
お
話
を
人
形
劇
で

表
現
し
て
く
れ
ま
す
。

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

参
加
費　

無
料

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
「
バ
ス
遠
足
」

と　

き　

10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
合

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）

目
的
地　

城
山
公
園
（
お
や
つ
・
お

弁
当
・
水
筒
な
ど
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）

対　

象　

市
内
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

親
子
で
15
組　
　

申
し
込
み
方
法　

10
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

設置

設置

4月から浄化槽設置は個人設置型（補助金交付）から市設置型へ移行しています

園
児
募
集

設置に伴う負担金および使用開始に伴う使用料額

注意事項
○下水道区域内ではこの事業は実施できません。
○放流先が確保されていない場合は設置できません。
○工事を施工するため
•５人槽 3.5m× 4.7m
•７人槽 3.9m× 4.9m
• 10 人槽 4.1m× 5.5m
程度の用地が必要となります。
○ 工事の着工は、入札などの事務処理のため申請書受付か
ら１カ月半以降となります。
※事業の詳細は下記までご相談ください。
問い合わせ先　下水道課　☎（25）7244

　

11
月
か
ら
平
成
20
年
１
月
ま
で
、

試
行
的
に
毎
週
水
曜
日
の
窓
口
業
務

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

業
務
延
長
内
容

市
民
課
（
各
総
合
支
所
は
民
生
課
市

民
係
）

○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

○
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
交
付

○
印
鑑
登
録
業
務

○
印
鑑
登
録
証
明
書
交
付

○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
交
付

○
戸
籍
の
附
票
の
写
し
交
付

○
身
分
証
明
書
交
付

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
年
金

係
☎
（
25
）
７
２
１
１
、
各
総
合
支

所
民
生
課
市
民
係

税
務
課
（
各
総
合
支
所
は
総
務
振
興

課
税
務
係
）

○
証
明
書
交
付
↓
①
納
税
証
明
、
②

所
得
証
明
、
③
課
税
証
明
、
④
評
価

証
明
、
⑤
公
課
証
明
、
⑥
資
産
証
明
、

⑦
名
寄
帳
証
明

○
市
税
の
納
税
、
収
納

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税
係

☎
（
25
）
７
２
０
６
、
各
総
合
支
所

総
務
振
興
課
税
務
係

窓
口
業
務
時
間
を

試
行
的
に
延
長
し
ま
す

　合併浄化槽とは、トイレや台所、お風呂などから出る汚
れた水を微生物などの働きを利用してきれいにし、放流す
る施設です。全国どこでも浄化槽設置の事業が推進されて
おり、毎年 10月 1日は浄化槽に関する諸制度を整備した
法律の施行を記念して「浄化槽の日」と定められています。
　大切な河川を守るため、汲み取り式トイレや単独浄化槽
の使用をやめ、合併浄化槽を設置し、正しく使用しましょ
う。
●合併浄化槽の正しい使い方Q&A
Q. 使い終わった食用油の処理は？
A. 油は浄化槽内やパイプ類に付着して目詰まりを起こす
など機能低下の原因になりますので流さないでくださ
い。処理するときは凝固剤で固めるなどして、燃える
ごみとして出してください。

Q. 入浴剤で温泉気分を楽しんでいるのですが大丈夫です
か？

A. イオウが入っているものは使わないでください。浄化
槽内の微生物が死滅したりして機能が低下してしまい
ます。それ以外のものは適量を守っていれば心配いり
ません。

Q. トイレ用洗剤はどれを選べばいいの？
A. 市販のトイレ用洗剤であれば、たいていのものは問題
ありません。ただし、落ちにくいときだけ使用し適量
を守りましょう。

Q. 洗濯には無リン洗剤がいいと聞きましたがどうです
か？

A. 一般的な浄化槽ではリンの除去が難しいため、リンを
含んでいるものは使わないようにしましょう。また、
塩素系の漂白剤は避け、柔軟剤も含めてできるだけ中
性のものを使用しましょう。

Q. 浄化槽に近づけて車庫を建てようと思いますがどうで
すか？

A. 浄化槽の上に物を置いたり、建物を近づければ、保守
点検などの妨げになったり、その建物の圧力により浄
化槽本体に亀裂が入り使用できなくなる場合が考えら
れますので、浄化槽の上には物を置かず、建物を近づ
けて建てないようにしてください。

10月1日は
「浄化槽の日」です

　市設置型とは、浄化槽本体設置工事を市が行い、浄化槽
の使用開始後の維持管理を市が行うものです。

本人で対応したいただく部分
○トイレの水洗便器購入費
○トイレの改造費・水道工事費
○ 台所・風呂場・トイレから浄化槽までの配管工事
費および浄化槽から排水先までの配管工事費
○浄化槽設置場所における支障物除去費など
○ 駐車場対応および排水ポンプなど（特殊工事）に
係る工事費

浄化槽の規模

5人槽 7人槽 10人槽

（延べ床面
積130㎡未
満）

（延べ床面
積130㎡以
上）

（浴室およ
び台所が2
カ所以上）

負担金（一回払い） 88,000円 102,000円 129,000円

使用料（月々） 4,920円 5,810円 7,160円

児
童
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
講
演
会

　旭志・泗水の各幼稚園で、利用者の皆さんに園をもっと知っ
てもらうための見学日を設定します。
と　き　11月７日（水）午前９時 30分～（受付）
ところ　旭志幼稚園および泗水幼稚園
内　容
○午前９時 45分～午前 10時 15分
　子ども→遊び /保護者→概容説明
○午前 10時 20分～　保育活動見学
※見学後は自由解散

旭
志
幼
稚
園

泗
水
幼
稚
園

　最近、市が定めたごみの出し方を守ってい
ない人が見受けられます。ごみは、市が指定
したごみ収集日当日に、定められた場所に決
められた時間内に出してください。それ以外
は、不法投棄になります。
　また、ごみ処理時の事故を防ぐため、ライ
ター・チャッカマンなどは、必ず中身を使い
切ってから、カセットボンベは同様に中身を
使い切った後に穴を空け、つぶして出してく
ださい。ごみの分別にご協力くさだい。
●事業系ごみは許可業者に依頼してください
　飲食店や会社などの事業所から出た事業系
ごみは、市では収集しません。市指定ごみ袋
で出すことは違反で、不法投棄になります。
　事業系ごみは、市が許可した収集業者に依
頼するか、市の処理施設に自己搬入してくだ
さい。ただし、事業所から出た不燃物ごみや
廃プラ類ごみは、産業廃棄物で、市の処理施
設では処分できません。県が許可した産業廃
棄物の収集業者に依頼するか、民間の産業廃
棄物処理施設に自己搬入してください。

問い合わせ先　環境課廃棄物対策係
　　　　　　　☎（25）7217
　　　　　　　各総合支所民生課

ごみの適正な出し方に
ご協力ください
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



提出をしない人は、入札に参加できませんのでご注
意ください。
■現地説明の日時および場所
と　き　10月 15日（月）午前 10時～午前 11時
ところ　現地（菊池市西寺字南園 2185番 4地内）

■入札の日時および場所
と　き　11月 6日（火）午前 10時
ところ　菊池市役所本庁舎 3階大会議室

■一般競争入札参加者
　次の項目に該当しない人です。
•契約を締結する能力を有しない者（未成年者など）
•破産者で復権を得ない者
•その他地方自治法施行令 167条の 4第 2項該当者

■ 詳しくは、菊池市公告第52号をご覧く
ださい。

「※１」様式１号は、財政課管財係にあります。また、
菊池市ホームページからダウンロードすることもで
きます。

　菊池市では、市有財産（土地）を一般競争入
札により売り払います。一般競争入札に参加す
るためには、参加申込が必要です。
　参加を希望する場合は「市有財産（土地）公
売一般競争入札参加申込書」（様式 1号「※ 1」）
を「入札参加申込受付および方法」により提出
してください。

市有財産（土地）を
公売します

売払い物件
菊之池
小学校

問い合わせ先　財政課管財係　☎（25）7205

１号物件の現地

■売払い物件
①所在地 菊池市西寺字南園 2185番 4
②地　目 台帳　雑種地　現況　宅地見込地
③面　積 台帳　1,143m2

 実測　1,143m2（345坪）
④最低売却価格 10,000,000 円

■入札参加申込受付および方法
受付期間　10 月 1日（月）～ 10月 25日（木）
　　　　　午前 8時 30分～午後 5時 15分
　　　　　※土曜、日曜、祝祭日は除きます。
受付場所　菊池市役所本庁舎 2階　財政課管財係
申し込み方法
　市有財産（土地）公売一般競争入札参加申込書（様
式 1号「※ 1」）に必要事項を記入、押印のうえ、受
付期間内に提出してください（郵送の場合は受付期
間内に必着のこと。メールでの受付はできません）。
•入札参加者は、参加申込書（様式 1号「※ 1」）と
一緒に、法人にあっては法人登記簿謄本、個人に
あっては本籍地の市区町村長などの発行する身分
証明書の添付が必要です。
参加資格の承認
　参加申込書（様式 1号「※ 1」）を提出した人には、
入札日前までに参加資格の有無についてを申込者宛
てに通知します。
その他
　受付期限までに参加申込書（様式 1号「※ 1」）の

市
役
所
本
庁
舎
、
第
2
、
第

3
庁
舎
の
課
局
な
ど
へ
の
直

通
電
話
を
開
設
し
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
、
ご
用
の
課
局
な

ど
へ
直
接
電
話
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
は
試
行
期
間
）。

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
本
格
的
に

運
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
配
布
の
別
冊
「
菊
池
市
役
所

電
話
帳
」
を
活
用
い
た
だ
き
、
ご
用

の
課
局
な
ど
へ
直
接
電
話
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

直
通
電
話
の
試
行
に
よ
り
、
ご
用

の
課
局
へ
直
接
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

手
間
を
省
き
、
時
間
短
縮
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
な
お
、
ど
こ
に
か
け

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
の
代
表
電
話
（
25-

１
１
１
１
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
菊
池
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

☎
（
25
）
７
１
１
１

　

ま
た
は　

財
政
課

　

☎
（
25
）
７
２
０
５

INFORMATION
　

ご
存
じ
で
す
か
？
10
月
は
土
地
月

間
、
10
月
１
日
は
十
と
一
「
土
」
で

土
地
の
日
で
す
。
土
地
基
本
法
で
は
、

土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
「
基
本
理

念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な

で
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

②
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大

切
で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ

ん
④
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求

め
ら
れ
ま
す

●
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な

ど
し
た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取

得
者
（
買
主
）
が
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
必
要
な
取
引

　

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡

担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

届
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

•
都
市
計
画
区
域
（
用
途
地
域
を
含

む
）
５
、０
０
０
㎡
以
上

•
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

　

１
０
、０
０
０
㎡
以
上

提
出
期
限　

契
約
（
予
約
を
含
む
）

締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内
（
契
約
日

を
含
み
ま
す
）

届
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市
町

村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係　

　

☎
（
25
）
７
２
５
０　

ま
た
は

　

熊
本
県
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
７
０

　

熊
本
県
で
は
、
管
理
す
る
道
路
で

清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
る
方
々
に
つ
い
て
、
個
人
や
団

体
を
問
わ
ず
「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
は
、
ご
み
袋
や
軍
手

な
ど
の
消
耗
品
の
支
給
や
、
ほ
う
き

や
ち
り
と
り
な
ど
の
清
掃
用
具
を
貸

し
出
す
ほ
か
、
活
動
内
容
を
広
く

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
看
板
の
設
置
や
、

活
動
中
の
事
故
の
た
め
の
傷
害
保
険

料
を
負
担
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
は
、
申
込
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
活
動
場
所
を
あ

ら
わ
す
地
図
な
ど
を
添
え
て
、
菊
池

地
域
振
興
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
９
５

●
鞠
智
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
八
千
代
座

（
入
場
無
料
）

と　

き　

11
月
１
日
（
木
）

•
開　

場　

午
前
９
時
30
分

•
開　

演　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

八
千
代
座

内　

容　

井
沢
元
彦
氏
（
作
家
）
の

講
演
「
日
本
史
の
中
の
鞠
智
城
」

駐
車
場　

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
跡
駐
車

場
な
ど
（
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、

車
の
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
）

申
し
込
み
方
法　

10
月
10
日
（
水
）

ま
で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号
を
記

入
し
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

定　

員　

５
０
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
１
‐
０
５
９
２

　

山
鹿
市
山
鹿
９
７
８　

山
鹿
市
国

営
鞠
智
城
歴
史
公
園
設
置
促
進
期
成

会
事
務
局
（
山
鹿
市
役
所
企
画
課
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
４

　

Fax
（
42
）
８
２
８
８

　

電
子
メ
ー
ル　

kika
ku
@
c
ity.

ya
m
a
g
a
.lg
.jp

●
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
入
場
無
料
）

と　

き　

11
月
10
日
（
土
）

•
開　

場　

午
後
１
時

•
開　

演　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

内　

容

①
基
調
講
演　

県
立
装
飾
古
墳
館
長

大
田
幸
博
氏
の
講
演
「
古
代
鞠
智

城
か
ら
中
世
鞠
智
城
へ
」（
仮
題
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

「
古
代
よ
り
21
世
紀
、
受
け
継
が

れ
る
菊
池
と
韓
国
」（
仮
題
）

•
パ
ネ
ラ
ー　

韓
国
↓
李
忠
浩
氏

（
韓
国
教
育
領
事
）・
安
熙
敬
女
史（
韓

土
地
活
用 

み
ん
な
で
創
る
美
し
い
ま
ち
。

10
月
は
土
地
月
間
で
す

鞠
智
城
国
営
公
園
化

　
　
　

 

推
進
キャンペーン
２
０
０
７

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
体
の
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
鹿
本
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課 

☎
（
44
）
２
４
０
０

　

歴
史
的
に
貴
重
な
史
跡
で
あ
る
鞠
智
城
を
、
今
ま
で
以
上
に
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
国
営
公
園
化
を
目
指
す
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
金
）
に
か
け
て
、
こ
の
鞠
智
城
の
す
ば
ら
し
さ
を

内
外
に
伝
え
る
た
め
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。
鞠
智
城
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
国
際
交
流
委
員
）、
日
本
↓
髙
山

敏
朗
氏
（
元
菊
池
市
教
育
長
）・
原

保
奈
美
女
史
（
き
く
ち
お
は
な
し
の

も
り
代
表
）

•
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

津
留
今
朝

寿
氏
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

駐
車
場　

菊
池
市
文
化
会
館
、
菊
池

市
役
所
な
ど
（
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
車
の
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
）

申
し
込
み
方
法　

当
日
受
付
（
事
前

申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
国
営
鞠
智

城
歴
史
公
園
設
置
促
進
期
成
会
事
務

局
（
菊
池
市
役
所
企
画
振
興
課
）

☎
（
25
）
７
２
５
０

●
鞠
智
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と　

き　

10
月
28
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

と
こ
ろ　

歴
史
公
園
鞠
智
城
温
故
創

生
館

（
山
鹿
市
菊
鹿
町
米
原
４
４
３
‐
１
）

●
古
代
米
収
穫
体
験

と　

き　

10
月
28
日
（
日
）

と
こ
ろ　

山
鹿
市
菊
鹿
町
米
原
（
鞠

智
城
周
辺
の
赤
米
作
付
田
）

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集

国
指
定
史
跡
鞠
智
城
を
国
営
公
園
に
〜
東
ア
ジ
ア
を
見
つ
め
た
古
代
日
本「
鞠
智
城
」〜
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111



泗
水 孔子まつり・農業まつり

しすいコスモスマラソン

同日開催

参加者募集（参加費無料）

■第 33回チーム対抗のど自慢大会　昨年度より市民広
場に会場を移して開催。今年は「ケロッケ」・「ミラクル
ひかる」が、ものまねショーを披露します。
と　き　10月 13日（土）午後２時・開会
ところ　菊池市市民広場
主　催　菊池市商工会青年部
■各地区及び団体による通し物
「新宮さん」と呼ばれる菊池の秋の大祭。神社行事に引
き続き各町内・各団体の出し物が披露されます。
と　き　10月 15日（月）午後１時・集合
集合場所　菊池市民広場騎馬像前
出発時間　午後 1時 30分
■菊池神社主催の催し物
•松囃子御能と狂言
と　き　10月 13日（土）午後１時～
ところ　上町御所通り能場
•御神幸行列　
と　き　10月 15日（月）午前 9時 30分
問い合わせ先　商工観光課観光係　☎（25）7223

■車両通行止　10月 13日（土）正午～午後 10時
■車両通行止　10月 15日（月）午後１時～午後５時
※「べんりカー」は 10月 13日（土）は午後の 4便～ 7便まで「市
民広場」には停車しません。10月 15日（月）は午後の 4便
～ 7便まで警察通りへ迂回しますので、この間中央通→立町
は休止します。停留所は電鉄プラザ→菊池中央病院西口→警
察署→栄町→市民広場（以後は通常どおり）です。

中央通り

御所通り
菊池高校

体育館菊池地域
振興局

わいふ
一番館

サカエ
コーポ

中原
松月堂

オガタ
文具店

藤川
肉屋

肥後
銀行

イ
ノ
ウ
エ

寝
具
店

Ｇ
Ｓ

ロ
ー
ソ
ン

郵便局 宝仁

寿し廣

夢美術館

市民
広場

物産館

安武

岩見屋

隈部医院

警察署

玉屋

とり専

土井スポーツ

上　町中　町

立　町

横　
町

下　
町

交通規制

と　き　11月 4日（日）午前 9時
集合場所　孔子公園内
「泗水秋まつり」養生市場テント
募集課題　孔子公園に関したもの
持参品　画板・絵の具またはクレヨ
ン・昼食・お茶
提出日　11月 7日（水）午後 6時
発　表　11月 15日（木）
表　彰　孔子公園賞　1点、特選　
1点、準特選　2点、入選　6点
出品上の注意　①画用紙八つ切りサ
イズ（270× 380mm）、②作品に
は必ず住所・氏名・タイトルを書
いてください（園名・学校名・学年
も記入）。③作品は持参いただくか、
郵送でお願いします。
問い合わせ先　道の駅泗水養生市場
　　　　　　　☎（38）6100

昨年の孔子まつり

菊池秋まつり
10月13日（土）・10月15日（月）開催期間

昨年の農業まつり

昨年のしすいコスモスマラソン

問い合わせ先　商工観光課振興調整係　☎（25）7223

第 22回しすいコスモスマラソン大会　参加者募集中
参加資格　小学生以上の健康な人で参加申込書を提出すること。
　　　　　当日のオープン参加は認めません。
※参加申込書は、社会体育課、七城・旭志・泗水の教育課各分室、菊池市
総合体育館にあります。
参加料金
○一般・大学生　3,000 円（昼食・保険料含む）
○高校生　2,000 円（　〃　）
○小・中学生　1,000 円（　〃　）
※親子ファミリーの部も上記金額となります。
申し込み期限　10月 10日（水）当日消印有効
申し込み先　社会体育課（本庁第 2庁舎 1階）

玄海竜二

と　き　11月 4日（日）
ところ　有朋の里泗水　孔子公園（雨天の場合は泗水ホール）
　色彩あふれる「孔子まつり」、秋の味覚が味わえる「農業まつり」、健康
づくりの「しすいコスモスマラソン」をそれぞれお楽しみください。市民
の皆さんのお越しをお待ちしています。
●泗水秋まつりスケジュール
  8:00 ～ 9:00　コスモスマラソン受付
  9:00 ～　泗水秋まつり（孔子まつり・しすいコ
　　　　　 スモスマラソン・農業まつり）開会式
  9:30 ～　孔子公園書道展表彰式
　　　　　 農業まつり特産物などの販売
  9:40 ～　コスモスマラソンスタート（各コースごと）
12:30 ～　ステージイベント
13:30 ～　ゲストステージ　玄海竜二
15:00 ～　祭孔大典（さいこうたいてん）
16:00　終　了

　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

菊
池
支
部
で
は
、
第
５
回
登
録
大
会

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

菊
池
市
民
の
親
睦
と
融
和
を
図
り
健

康
の
保
持
増
進
の
た
め
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
24
日
（
水
）・
25
日

（
木
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
体
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
勤
労
者
体
育
館
）

申
し
込
み
方
法　

10
月
10
日
（
水
）・

11
日
（
木
）
の
午
後
７
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
菊
池
市
中
央
公
民
館
で
行

い
ま
す
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円

チ
ー
ム
編
成

女
子
の
部
（
24
日
開
催
）　

39
歳
以

下
・
40
歳
〜
49
歳
・
50
歳
以
上

男
子
の
部
（
25
日
開
催
）　

49
歳
以

下
・
50
歳
以
上

男
女
の
部
（
25
日
開
催
）　

60
歳
以

上
（
女
性
チ
ー
ム
の
み
３
点
の
ハ
ン

デ
ィ
を
与
え
る
）

※
男
子
の
部
に
女
子
の
参
加
は
可
と

す
る
。

参
加
資
格　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
登
録
チ
ー
ム
と
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
菊
池
支
部
（
城
）

　

☎
（
24
）
０
６
３
０

　

紅
葉
の
季
節
、
秋
の
夜
長
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
で
は
、
市
民
の
親
睦
、
融
和
を
図

る
こ
と
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　

き　

11
月
８
日
（
木
）
午
後
６

時
50
分
開
会

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

種　

目　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

チ
ー
ム
編
成

男
子
の
部　

49
歳
以
下
・
50
歳
以
上

女
子
の
部　

39
歳
以
下
・
40
歳
〜
49

歳
・
50
歳
以
上

男
女
の
部　

60
歳
以
上
（
女
性
チ
ー

ム
に
ハ
ン
デ
ィ
を
与
え
る
）

※
男
子
の
部
に
女
子
の
参
加
は
可
と

す
る
。

参
加
資
格　

菊
池
市
内
に
居
住
ま
た

は
、
勤
務
す
る
者
。
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
、
５
０
０

円
。
た
だ
し
、
参
加
す
る
に
は
、
協

会
の
登
録
が
必
要
で
す
（
登
録
料

１
、０
０
０
円
）。

申
し
込
み
方
法　

10
月
10
日
（
水
）・

11
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
菊
池
市
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
ま
た
、
各
支
部
の
事
務
局
で

は
、
10
月
25
日
（
木
）
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
菊
池
市
総
合

体
育
館
、
菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー
、

教
育
委
員
会
旭
志
分
室
、
泗
水
分

室
、
旭
志
体
育
館
、
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ

体
育
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

•
菊
池
支
部
（
城
）

　
　

☎
（
24
）
０
６
３
０

　

•
旭
志
支
部
（
安
武
）

　
　

☎
（
37
）
２
２
６
７

　

•
泗
水
支
部
（
服
部
「
泗
水
Ｂ
＆

　
　

Ｇ
体
育
館
」）

　
　

☎
（
38
）
３
８
８
５

菊
池
支
部

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
4
回
菊
池
市

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　ステージ上では大正琴演奏、
コーラスや三味線・尺八演奏、オー
ケストラ演奏など楽しいイベント
が随時繰り広げられます。また、
カレーライス、焼きそば、学園で
栽培した野菜や花苗、缶ビール、
ジュースなどのお店も多数出店し
ます。多数の皆さんのお越しをお
待ちしています。
と　き　10月 27日（土）
　　　　午前 10時～午後 2時
ところ　迎幸学園グラウンド
問い合わせ先
迎幸学園秋祭り実行委員会事務局
☎（38）4448

●入札（開札）日 :8月 22日（水）

件　名 工事（履行）
場所

予定価格（税込・円）
落札者 指　名

業者数
事　業
担当課落札額（税込・円）

平成 19年度菊池公園
ゲートボール場整備工事 隈府

33,905,000
㈱竹﨑建設 10 都市整備課

32,865,000

平成 19年度立町北原線
回遊道路整備工事（４工区） 隈府

50,273,000
㈱八方建設 11 都市整備課

48,720,000

平成 19年度泗水中央
3号線舗装改良工事 泗水町田島

17,250,000
㈱荒木組 11 泗水総合

支所建設課16,695,000
●入札（開札）日 :8月 20日（月）

平成19年度三万田地区農業
集落排水処理施設（建築）工事 泗水町亀尾

19,534,000
㈱荒木組 11 下水道課

19,005,000
平成 19年度三万田地区
農業集落排水処理施設
（電気設備）工事

泗水町亀尾
31,686,000 白鷺電気

工業㈱ 13 下水道課
30,030,000

平成 19年度三万田地区
農業集落排水処理施設
（機械設備）工事

泗水町亀尾
51,351,000 ㈱水機

テクノス
福岡営業所

11 下水道課
36,645,000

●入札（開札）日 :8月 8日（水）

平成19年度袈裟尾稗方線
道路改良工事 稗方

16,960,000
㈲ショウ・エイ 11 土木課

16,800,000

平成 19年度三万田地区
中継ポンプ施設工事 泗水町亀尾

22,230,000 熊本利水工業㈱
菊池支店 10 下水道課

21,105,000

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時30分～午後５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

公共事業入札の公表

28｜広報きくち｜2007 OCTOBER

INFORMATION

29 広報きくち｜2007 OCTOBER｜

菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111
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菊
池
市
文
化
祭

前
夜
祭
・
合
同
開
会
式

と　

き　

11
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

　

４
支
部
合
同
開
会
式
に
引
き
続
き
、

各
支
部
か
ら
、日
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ギ
タ
ー
演
奏
な
ど
２
時
間
の
演
芸
会

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
菊
池
支
部
文
化
祭

〈
ス
テ
ー
ジ
発
表
〉

　

菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

○
11
月
２
日
（
金
）　

合
同
開
会
式
、

前
夜
祭
に
引
き
続
き
第
１
部　

吟

詠
・
詩
舞

○
11
月
３
日
（
土
）　

午
後
１
時
30

分
〜
第
２
部　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
狂

言
、
民
踊
、
バ
レ
エ

　

午
後
６
時
〜
第
３
部　

大
正
琴
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
日
舞

（
２
社
中
）

○
11
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
第
４
部　

吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス

　

午
後
６
時
〜
第
５
部　

お
箏
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
、
日
舞
（
２
社
中
）

〈
展
示
〉
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル　

○
11
月
２
日（
金
）〜
11
月
４
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　
（
４
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

華
道
・
書
道
・
絵
画
・
短
歌
・
茶

道
・
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
（
大
ホ
ー

ル
ホ
ワ
イ
エ
）

■
七
城
支
部
文
化
祭

〈
演
芸
発
表
会
〉
七
城
公
民
館
講
堂

○
11
月
４
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
午

後
４
時　

日
舞
、
コ
ー
ラ
ス
、
民

謡
、
詩
吟
、
着
物
着
付
け
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

〈
展
示
〉
七
城
小
学
校
体
育
館

○
11
月
３
日（
土
）〜
11
月
４
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
４
日
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

押
し
花
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
３
日
の
み

「
午
前
10
時
〜
正
午
」）、お
茶
席
（
３

日
の
み
「
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
」）、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
む
つ
み
会
）（
３
日
の
み
「
午
前
９

時
〜
正
午
」）

■
旭
志
支
部
文
化
祭

〈
演
芸
発
表
会
〉

　

旭
志
公
民
館
・
大
研
修
室

○
11
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分　

大
正
琴
、
吟

詠
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
日

舞
、
神
楽
、
各
種
ダ
ン
ス
、
保
育

園
・
小
中
学
生
発
表
ほ
か

〈
展
示
〉
旭
志
公
民
館

○
11
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
午

後
５
時

○
11
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分　

華
道
、茶
道
、

文
芸
、
写
真
、
書
道
ほ
か

■
泗
水
支
部
文
化
祭

〈
芸
能
発
表
会
〉
泗
水
ホ
ー
ル

○
11
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　

日
舞
、
お
筝
、
カ
ラ
オ

ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
民
舞
、
３
Ｂ
体

操
ほ
か

〈
展
示
〉
泗
水
体
育
館

○
11
月
２
日（
金
）〜
11
月
４
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

華
道
・

書
道
・
絵
画
・
陶
芸
・
茶
道
ほ
か

大　

柿　
　

中な
か
む
ら村　

律り

つ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

安や
す
の
り則　

74
歳
）

雪　

野　
　

有う

ど

う働　

秀ひ

で

き樹

（
亡
母　
　
　
　
　

敏と

し

こ子　

72
歳
）

原
細
永　
　

三み

き木　

安や

す

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
の
り則　

84
歳
）

西
正
観
寺　

山や
ま
ぐ
ち口

ク
ニ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

景か
げ
あ
き彰　

78
歳
）

南
古
閑　
　

西に
し
じ
ょ
う城　

良よ
し
の
ぶ信

（
亡
母　
　
　
　

千ち

よ

の

代
乃　

62
歳
）

中　

原　
　

髙た
か
お
か岡　

　

太
ふ
と
し

（
亡
母　
　
　
　
　

ヨ
ミ　

89
歳
）

鳳　

来　
　

竹た
け
も
と本
喜き

い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
父　
　
　
　
　
　

登
の
ぼ
る　

90
歳
）

熊
本
市　
　

坂さ
か
ぐ
ち口　

　

章
あ
き
ら

（
亡
父　
　
　
　
　

敏と
し
ゆ
き行　

87
歳
）

北　

原　
　

今い
ま
さ
か坂　

繁し

げ

お雄

（
亡
母　
　
　
　

カ
オ
ル　

97
歳
）

堀　

切　
　

堀ほ

り

た田　

成せ

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　

耕こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎　

58
歳
）

下　

町　
　

益ま

す

だ田　

る
み

（
亡
父　
　

佐さ

と

う藤　

保や
す
ひ
ろ弘　

74
歳
）

上　

町　
　

青あ

お

き木　

幸さ

ち

よ代

（
亡
夫　
　
　
　
　

巖が

ん

し此　

84
歳
）

亘　
　
　
　

立た
て
や
ま山　

弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
亡
父　
　
　
　
　

憲け
ん
す
け介　

71
歳
）

七
城
支
所

戸
田
島　
　

馬ま

ご

め籠
寿す

み

こ

美
子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

努
つ
と
む　

69
歳
）

蟹　

穴　
　

小こ

い

け池
モ
モ
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

則の
り
ゆ
き行　

60
歳
）

梶　

迫　
　

野の

な

か中　

英ひ
で
の
り則

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
サ
オ　

87
歳
）

岡　

田　
　

長な
が
し
お塩　

清き

よ

み美

（
亡
夫　
　
　
　
　

征せ

い

じ次　

63
歳
）

泗
水
支
所

三
万
田　
　

井い

で手
ま
り
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

紳し
ん
す
け介　

44
歳
）

北
住
吉　
　

山や
ま
し
た下　

文ふ

み

こ子

（
亡
父　
　
　
　
　

敏と
し
は
る晴　

84
歳
）

平　

野　
　

東
ひ
が
し　

　

洋よ
う
い
ち一

（
亡
祖
父　
　
　
　
　

敏
さ
と
し　

91
歳
）

福
本
二　
　

作さ

く

の野　

峰み

ね

お夫

（
亡
母　
　
　
　

キ
ミ
エ　

95
歳
）

南
住
吉　
　

平ひ

ら

た田　

憲け

ん

じ治

（
亡
妻　
　
　
　

す
み
代よ　

58
歳
）

井
戸
方　
　

磯い

そ

だ田
久く

み

こ

美
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

春は
る
み
つ光　

60
歳
）

富
の
原
台　

市い
ち
は
ら原　

幸こ

う

き基

（
亡
母　
　
　
　

レ
イ
子こ　

90
歳
）

永　
　
　
　

大お
お
む
ら村　

昭あ

き

お雄

（
亡
母　
　
　
　

マ
ル
オ　

90
歳
）

富
の
原
台　

歌か

お

か岡　

直な

お

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

ひ
と
し　

79
歳
）

　

９
月
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
２
ペ
ー
ジ 

「
花
房
小
で
放
課
後
子

ど
も
教
室
開
級
式
」
本
文
１
行
目

の
氏
名
漢
字
。
正
し
く
は
「
福
田

哲
朗
校
長
」
で
す
。

●
15
ペ
ー
ジ 

「
始
ま
り
ま
す
！
今
年

の
複
合
健
診
」
の
表
（
検
診
項
目

お
よ
び
自
己
負
担
金
な
ど
）
の
下

段
。
正
し
く
は
「
※
年
齢
は
平
成

20
年
４
月
１
日
現
在
で
の
年
齢
に

な
り
ま
す
。」
で
す
。

　本紙に掲載中の「ハッピー・バー
スデー」では、平成 20年３月ま
でに誕生日を迎える３歳までの子
どもさんの写真を募集していま
す。随時募集していますが、誕生
月の掲載になりますので、誕生月
の前月 10 日（10 日が休日の場
合は前日）を締切日とします。
　掲載を希望する人は、写真にコ
メントを添えて、菊池市役所本庁
または各総合支所の広報担当まで
申し込んでください（写真は後日
持参でも可）。

H17年
10月9日
生まれ堤

つつみだ

田千
ち え り

絵里ちゃん
（２歳 　  永）
父・修さん　母・美和さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

だ
ぁ
〜
い
す
き
♥ H16年

10月19日
生まれ水

みずの

野杏
あん な

菜ちゃん
（３歳 　 伊坂）
父・公文さん　母・里枝さん

も
う
す
ぐ

お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
ー
す
♥

H16年
10月7日
生まれ平

ひらやま

山萌
も も か

々花ちゃん
（３歳 　 片角）
父・恭哲さん　母・美穂さん

パ
パ
大
好
き
!!

い
つ
も
た
く
さ
ん
遊
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
!!

H17年
10月3日
生まれ後

ごとう

藤阿
あ こ

古ちゃん
（２歳 　 村吉）
父・正和さん　母・直美さん

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

　

い
ち
ご
が

だ
ぁ
ー
い
す
き
♥ H16年

10月24日
生まれ東

ひがし

　涼
すず か

風ちゃん
（３歳 　 上赤星）
父・英一さん　母・麻紀さん

水
泳
と
カ
メ
と

恐
竜
が
大
好
き
♥

H18年
10月28日
生まれ三

みかみ

上翔
しょうた

太くん
（1歳 　 上出田）
父・浩二郎さん　母・智恵さん

お
父
さ
ん
、

だ
〜
い
す
き
♥

H16年
10月23日
生まれ福

ふくだ

田直
なお き

生くん
（３歳 　 福本団地）
父・保典さん　母・知恵さん

ぼ
く
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は

恐
竜
で
〜
す
。恐
竜

博
士
っ
て
呼
ん
で
ね
。 H17年

10月5日
生まれ益

ますざき

崎祥
しょうへい

平くん
（２歳 　 北原）
父・恭行さん　母・奈歩さん

ふ
み
や
兄
ち
ゃ
ん
と
、洋

輔
兄
ち
ゃ
ん
と
、毎
日
元

気
に
あ
そ
ん
で
ま
す
♥H18年

10月9日
生まれ三

みいけ

池翔
しょうだい

大くん
（１歳 　 高永）
父・大輔さん　母・由香里さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
、

大
好
き
♥

古
ふるしょうななえ

庄菜々恵ちゃん
（３歳 　  永）

里
菜
ち
ゃ
ん

い
っ
ぱ
い

遊
ぼ
う
ね
。 H16年

10月13日
生まれ

古
ふるしょうりな

庄里菜ちゃん
（１歳 　  永）
父・和廣さん　母・香織さん

菜
々
ね
え
ね大

好
き
。

H18年
10月16日
生まれ

○泗

○菊

○菊○旭

○泗○旭

○泗 ○菊○菊

10
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

　

４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

11
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

　

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　

25
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

　

11
月
１
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

４
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

11
月
１
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

19
日
（
金
）

　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療
情報センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

10月 21日
産科婦人科 大竹クリニッ
ク（産・婦） 合志市 096（344）3232

城歯科医院 合志市 096（248）6464

10 月 28日

野沢内科医院（内・循・消・小） 大津町 096（293）8000
牧診療所（内・胃） 菊池市 （25）2317
笹原整形外科医院
（整・リハ・内・麻） 菊陽町 096（232）1165

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211
高田歯科クリニック 菊陽町 096（337）7139

11 月３日

てらしま小児科（小・内） 菊陽町 096（232）5151
七城木村クリニック（内・皮） 菊池市 （26）9555
勝久病院（外・胃・消） 大津町 096（293）5000
副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

11 月４日

古荘医院（内・小） 菊池市 （25）2046
宮本内科医院（内・胃・循・
リハ・放） 大津町 096（293）1700

須屋クリニック（外・胃） 合志市 096（344）4833
岸眼科（眼） 菊池市 （38）0075
つつじ台歯科医院 大津町 096（294）0882

10 月７日

矢野医院（外・内・消・放） 菊陽町 096（232）5266
福田医院（耳・内・泌） 大津町 096（293）2771
緒方整形外科医院（整・リハ） 合志市 096（248）8181
かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 （24）5500
緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

10 月８日

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163
中野クリニック（内・消・循・人） 菊池市 （25）5861
岩倉整形外科医院
（整・麻・リハ・形成） 大津町 096（293）8888

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

10 月 14日

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550
赤星医院（内・皮・呼） 菊池市 （25）2738
菊陽台病院（整・内・消・リハ） 菊陽町 096（232）1191
温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188
わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

10 月 21日
竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521
古田医院（内・循） 菊池市 （25）2280
森本整形外科医院（整・リハ） 合志市 096（242）2231

○泗

○泗

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

香
典
返
し

８
月
31
日（
金
）現
在

お
わ
び
と
訂
正

第
３
回
菊
池
市
文
化
祭

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係 

☎
（
25
）
１
６
７
２

菊
池
本
所

滝
黒
仁
田　

前ま
え
か
わ川　

慶け
い
す
け介

（
亡
母　
　
　
　

キ
ヨ
ノ　

92
歳
）

西
迫
間　
　

富と

み

た田
洲す

が

こ

賀
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

守も
り
よ
し𠮷　

70
歳
）

原
細
永　
　

平ひ

ら

い井　

忠た
だ
か
つ勝

（
亡
父　
　
　
　
　
　

勝
ま
さ
る　

85
歳
）

遊
蛇
口　
　

水み
ず
ぐ
ち口　

敬け
い
す
け助

（
亡
母　
　
　
　

ミ
ツ
オ　

89
歳
）

玉
祥
寺　
　

松ま
つ
お
か岡　

春は

る

お男

（
亡
母　
　
　
　

ハ
キ
エ　

89
歳
）
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菊池市役所は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
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TEL 0968（25）1111
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印刷

■人口：52,486人 （-8）

　男性：25,126人 （+1）

　女性：27,360人 （-9）

■世帯：17,530世帯 （-2）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年10月号 編
集
後
記

編
集
後
記

８月末の人の動き
（対前月比）

日　Sun 月　Mon 火　Tue 水　Wed 木　Thu 金　Fri 土　Sat

１ ２ ３ ４ ５ ６
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　

６・７カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）　

すくすくクラブ
（10月うまれの誕
生会）10:30 ～

ポリオ予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）　

６・７カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

菊池市子ども議会
9:00 ～　市役所
議場ほか

７ ８ ９ 10 11 12 13
平成 19年度菊池
市民菊池体育祭
8:30 ～　
旭志・泗水幼稚園
運動会　9:30 ～
各園グラウンド

育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）　
社会保険出張相談所開設
10:00 ～ 15:00

行政相談
9:00 ～ 12:00

かすぺる人形劇
（ぶんぶく茶がま）
10:00 ～
１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）
13:15 ～ 13:30
（受付）
３・４カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　

松囃子御能と狂言
13:00 ～
上町御所通り能場
第 33 回チーム対
抗のど自慢大会
14:00 ～市民広場
子育て講演会
（親子であそぼう）
14:00 ～

14 15 16 17 18 19 20
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）
御神幸行列
9:30 ～
菊池秋まつり通し
物　13:30 ～
市民広場出発

育児教室
9:30 ～ 10:00
（受付）
弁護士相談
9:30 ～ 12:30
（受付12:00まで）
人権・行政相談
10:00 ～ 12:00

すくすくクラブ
（バス遠足）
10:00 ～
３・４、６・７カ
月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

ポリオ予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）

行政相談所
9:00 ～ 12:00

１歳６カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）　
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～ 16:30　

竜門ダムウォーク
8:30 ～竜門ダム
七城ふるさとコス
モスまつり前夜祭
18:00 ～ 21:00
（花火 20:30 ～）
七城リバーサイド
パーク付近

21 22 23 24 25 26 27
コスモスウォーク
8:30 ～
七城総合グラウン
ド

育児相談
9:30 ～ 10:30
（受付）
健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

BCG予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）

３歳児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

１歳６カ月児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３歳児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

迎幸学園秋祭り
10:00 ～ 14:00
同園グラウンド

28 29 30 31 11/1 11/2 11/3
行政相談所
10:00 ～ 15:00

２歳児歯科健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

すくすくクラブ
（七五三あめ袋作
り）
10:30 ～
ポリオ予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）

菊人形・菊まつり
9:00 ～市民広場
（～ 15日まで）
鞠智城フォーラム
in 八千代座
9:30 ～
山鹿市八千代座

６・７カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）
第３回菊池市文化
祭前夜祭・合同開
会式　18:30 ～

第３回菊池市文化祭
各会場（～４日ま
で「旭志会場は３
日まで」）

11/4 11/5 11/6 11/7 11/8 11/9 11/10
泗水秋まつり
（孔子まつり・しす
いコスモスマラソ
ン・農業まつり）
9:00 ～ 16:00
孔子公園

健康相談
9:30 ～ 10:30
（受付）

６・７カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

ポリオ予防接種
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ児健診
13:30 ～ 14:00
（受付）

３・４カ月児健診
13:10 ～ 13:30
（受付）

日韓シンポジウム
13:00 ～
菊池の灯り「万華
灯」　17:00 ～
中央グラウンド
（～ 11日まで）

10月の行事予定

　

爽
や
か
な
秋
風
に
揺
ら
れ
る
、

真
っ
赤
な
じ
ゅ
う
た
ん
。
松
島
区

に
植
え
ら
れ
た「
古
代
米（
赤
米
）」

の
稲
穂
が
成
長
し
、
山
あ
い
の
棚

田
を
彩
っ
て
い
る
。

　

菊
池
市
の
新
し
い
特
産
品
に
し

よ
う
と
「
古
代
米
部
会
」
30
人
が
、

昨
年
に
続
き
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
、
10
月
中
旬
か
ら
収
穫
が
始

ま
る
。

　

古
代
米
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
多

く
含
ま
れ
、
健
康
ブ
ー
ム
で
需
要

も
増
し
て
い
る
。

　

一
度
、
口
に
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
。

菊池市文化会館
菊池市中央公民館
児童センター
西部市民センター
健康相談室

菊池公園多目的グラウンド
七城総合支所
七城多目的研修センター
七城公民館
旭志総合支所

旭志多目的研修センター
旭志老人憩の家
泗水総合支所
泗水公民館
泗水ホール

菊中公
菊文館

児童セ
西部セ
健相室

旭多セ

泗支所
泗  公
泗  ホ

旭憩家
七多セ
七支所

旭支所
七  公

児童セ
菊文館

西部セ

健相室

旭憩家

七多セ

旭支所

泗  公

菊文館

菊文館

菊中公

西部セ

菊多G

西部セ

西部セ

菊文館

菊多G

児童セ

泗  公

菊中公

泗  公

泗支所

菊文館

旭憩家児童セ

七多セ

西部セ

菊中公

泗  公

七多セ

菊文館

児童セ

旭憩家 七多セ 菊文館

西部セ

菊文館泗  公

菊中公

菊文館

泗支所 泗  公 七  公 泗  公


